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は が

熊取町内には38ヶ 所の埋蔵文化財包蔵地 (遺跡)があります。地面を掘ることによつて初めて知るこ

とのできる埋蔵文化財は、私達の祖先が営んだ生活の一部分そのものであり、その存在に触れる折には、

過去の重みを感 じ、現在の私達の繁栄と歴史とが結ばれていることを実感します。私達は貴重な文化財

を守り続け、開発で壊さなくてはならない時には必ず発掘調査を行い、資料を後世に伝えていかなくて

なりません。いずれ現在の私達の暮らしも地面に刻まれて、後世の発掘調査によつて知られることにな

るわけであります。

泉州地域は平成 6年度に関西国際空港が開港される等急速に変化しています。本町におきましても様々

な土地開発は行われ、数多くの遺跡が破壊される状況に直面しています。こうした社会状況の中で本町

教育委員会では、私達の文化遺産である遺跡の記録保存をするために、土地所有者をはじめ関係者各位

のご理解 とご協力を得て発掘調査を実施 してまいりました。

今回報告される東円寺跡は熊取町役場一帯に広がる遺跡であり、町内の遺跡の中では最も広い面積を

有しています。東円寺という寺院は、これまでの調査等で平安時代末頃に建立されたものと推定されて

お り、役場の南側の水田に伝えられる小字名には寺院に関わる名称が残されています。

本書は平成 2年度から6年度までの期間、東円寺跡内の熊取町立中央小学校において行われた一連の

大規模工事に伴 う緊急発掘調査の成果を概要報告書としてまとめたもので、泉州地域の歴史解明のため

の資料となり文化財保護活動の一端を担 うことができればと念願 し発刊するものです。

最後になりましたが、発掘調査とその整理作業にあたって多大なるご協力とご理解を頂きました関係

者各位に厚くお礼申し上げます とともに、文化財保護に対するよリー層のご協力とご理解をお願いする

次第であります。

平成 8年  3月

熊取町教育委員会

教育長 七里 弘

きし
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1 本書は熊取町教育委員会が公共事業として平成 2年度から平成 6年度までに実施 した東円寺跡にお

ける発掘調査の概要報告書である。

東円寺跡90-4区 給食調理室改築    教育委員会学校教育課

東円寺跡914区 下足室新設      教育委員会学校教育課

東円寺跡932区 プール新設      教育委員会学校教育課

東円寺跡941区 流域貯留浸透施設工事 熊取町事業部土木課

2 現地における各調査を行った担当者は以下の通 りである。

東円寺跡904区 有井 宏子氏 大阪府教育委員会

東円寺跡914区 阿部  真  熊取町教育委員会

東円寺跡932区 同   上

東円寺跡94-1区 前川  淳  熊取町教育委員会

3 本書における標高はT.P。 (東京湾平均潮位)を用いた。

4 土色は、小山正忠 。竹原秀雄編 「新版標準土色帖」第10版 (農林水産省農林技術協議事務局監修 。

財団法人日本色彩研究所色票監修1990年度版)を援用 した。

5 調査の実施にあたり、調査対象地である熊取町立中央小学校をはじめ関係者各位から多大なご協力・

ご援助を得た。また本書の執筆に際して、藁科哲男氏 (京都大学原子炉実験所)。 嶋谷和彦氏・近

藤康司氏 (以上両氏 堺市埋蔵文化財センター)。 中岡 勝氏 (泉佐野市教育委員会)。 阿部 真

氏 (熊取町教育委員会)か ら有益な御教示を賜つた。記 して感謝を表します。

6 調査 。整理作業にあたっては、以下の者の参加を得た。

調 査 員  阪口雅美 。関井澄子・山本恵子

調査補助員  桑原良治 。武田 徹 。田中小夜・水葉 希・南谷克実 。吉田知秋 。和田志穂

7 本書の執筆・編集は前川 淳が行った。
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第 1章 地理的歴史的環境

第 1節 地理的環境

熊取町は大阪府泉南地域のほぼ中央部に位置し、東を貝塚市、他の三方を泉佐野市に囲まれた町であ

る。町域は東西約4.8km・ 南北約7.8kmと 南北に長い木の葉形を呈してお り、約17平方kmの町面積を有し

ている。 (挿 1)

地形についてみると、町南部は泉州地域の基本山地となる和泉山地が大部分を占め、北部は和泉山地

から派生する和泉丘陵とその縁辺部に発達する段丘部が面積を占めている。面積比では山地・丘陵部が

町総面積の 3分の 2を 占める。

河川は見出川 。大井出川・住吉川・雨山川・和田川が南部の山間部を水源として北部に向かつて流下

し、さらに泉佐野市域を流下して大阪湾に注ぎ込んでいる。

東円寺跡は大井出川が和田川と合流し住吉川となる付近一帯に形成され低位段丘面の右岸側に位置す

る。

第 2節 歴史的環境

町内の遺跡は現在38ヶ 所を数えるが、これらの多くは町北半分にひろがる段丘部 。洪積台地上に立地

している。 (挿 3)

縄文時代については町南部の成合寺遺跡から石鏃等の石器類が出土しているが遺構 。土器類が発見し

ておらず詳細は不明である。また近年の東円寺跡933区の調査の際には縄文時代早期の石鏃が検出され、

さらに今回の東円寺跡932区でもやはり縄文時代早期の石鏃数点を検出している。いずれも遺構等を伴

つたものではないが、住吉川流域の低位段丘上に位置するJR熊取駅付近には大久保BoDoE遺 跡が

あり、主に弥生時代末期頃の遺物を多く検出している。特に大久保 E遺跡の調査では、庄内併行期の遺

物が流路内から大量に出土しており、近辺に同時期の集落の存在が推測される。

本町における古墳時代の様相は現在の ところも不明確である。

古墳参考地 として五門北古墳・五門古墳が挙げ られているが、既

に消滅 してお り詳細は不明である。

奈良時代になると東円寺跡で掘立柱建物群が検出されているこ

とか ら、東円寺跡の位置する低位段丘面の開発がこの頃から部分

的に開始 されたことが窺われる。

中世になると町域の段丘・丘陵面上の土地利用が本格的に進む

ようになる。東円寺跡では、平安時代末頃に 「東円寺」が建立さ

れるとこれを中心 として集落が発展をみるようになることが近年

の発掘か ら判明 している。また大浦中世墓地は15世紀を中心 とす

る共同墓地跡であ り、この時期の五輪塔や石仏等の遺物が出土 し

ている。
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第 1図 熊取町の位置



近世に関しては明確な遺構等を検出した例に乏しいが、多くの場合撹乱掘削等にみられる瓦礫の中に

多数の近世代の瓦片 。陶磁器片が混入しており、この時期においても引き続いてかなりの規模の営みが

維持されたものと推察される。また土層には必ず近世の耕作土が観察されることから、開発が盛んに行

われたことがわかる。特に近年行われた中家住宅での調査では、削平に遭いながらも遺存した埋甕や陶

磁器を検出しており今後の成果に期待が集まっている。

第 3節 東円寺跡について

東円寺跡は熊取町の北東部、大字野田に所在し、現熊取町役場及び公民館所在地の付近一帯に広がる、

奈良時代から中世にかけての寺院跡および集落遺跡である。(挿 3)

地形的には大井出川 (住吉川)の右岸域に形成される低位段丘上に位置している。

遺跡名における「東円寺」は、文献から元来 「東曜寺」と称したことが窺え、近年の発掘調査により

出土した和泉型瓦器碗や軒丸 。軒平瓦等から平安時代末頃に建立された寺院であると考えられている。

熊取町役場の正面地域には「トヨジ」「東永寺」「大門」「堂ノ後」の小字名が伝えられており、隣接地

の調査では寺院のものと思われる多くの瓦片が出土しているため所在地として確実であるが、寺院その

ものを表わす遺構は検出されておらず、伽藍配置等については全く不明である。 (挿 2)

1-9)

第 2図 東円寺に関する小字名

第 4節 文献にみえる東円寺

文献における初見は、1549(天文14)年に記述されたとされる

毘沙門同工大尊薬師弁財天天神三社鎮守也」の記述が見え、文禄

「葛城峯中記」であり、「次野田山本尊

。天正期に完全に消失したという以前

-2-
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の様子を伝えている。

また江戸時代末期に当熊取町内の大庄屋の出身である中盛彬が編述 したとされる「先代考拠略」には

「この野田宮ハもと野田山東曜寺といふ。上ミのた村の西に古跡有 り (今 も東円寺住持毎年正月四日、

此処ニテ法式ヲ行フ、)今の登 り立テ 。大門・善福寺 (東曜寺の寺中也、俗あやまりてセツプク田 卜云、)

。まいのう田 。たらり田 (と もに舞台の跡也、)・ 風呂屋垣外 (浴室の跡)。 やけん地蔵 (東曜寺焼亡の

時残 りし堂跡)。 高野垣内 (高野山より僧侶来 り居し寮の跡といふ、)是 ら皆田地の字となれ り、東曜寺

古跡の左右に北川の森 。田中の森なと小キ古跡の林七ツひしと並べ り、いかさま大境内なりしと見ゆ、

峯中記にいふ、野田山本尊毘沙門・五大尊 。薬師如来也、弁財天 。天神三坐鎮守也 (今考えるに、この

仏今は一体もなし、薬師も毘沙門もあれと、是ハ三代前の住持尊海法印あらたに納めたりし仏なり、)又

もとハ甚大社にて寺ハその別当なりしという、此旧地、永禄の乱に社領をうしなひ、天正の乱に回録 し

て跡かたなくなれ り、この時、村民ら神体・仏像を負て逃 レ、後に今の所 (東 円寺)に社桐を営ミて鎮

坐し、小庵を建て別当とす、寺号を東円寺とあらたむ (但 し元禄の頃迄ハ東曜寺の寺号人々口唱に残 り

ありしゆへに、東円寺をもとや うじ～と申せ し也、故に寺社改帳にも豊寺と書しあり、元禄の改帳に初

て東円寺と定まり、高埜五の室谷祥厳院を本寺と頼申段記しあり、され とも今ハ御室御末寺也、是ハ尊

海の代に如此せ し也、)こ の内に薬師如来ハ大久保村正宗法禅寺に移す、」と記載されている。この記述

に従えば、東円寺は江戸時代初期に再興された比較的小規模の寺であり、小庵程度のものであったが、

三世尊海の時に新たに薬師如来等を備えて整備 したようである。

江戸時代以前の東円寺は 「東曜寺」といい、その境内は東円寺よりもかなり広大で、寺院の中心の位

置も若干異なっていたようで、毘沙門・五大尊 。薬師如来を本尊として、弁財天・天神三座を祭る社と

併存 していたが、永禄から天正にかけて壊滅 したとされる。既に多くが田地となり字名 として旧寺院の

構造物が知られていたようである。この 「東曜寺」こそこれまでの発掘調査で発見された複弁蓮華文軒

丸瓦を備えた平安末期頃に起源をもつと予想される寺院である。

さらヤこ「東曜寺」壊滅後の東円寺については、1691(元 禄四)年の 「神社境内帳」に「野田村 一、

真言宗 嵯峨仁和寺末 東円寺 開基年号不知、寛政八辰年八月十八日入院 詮明高野山祥厳院末寺之

処右遠嶋被仰付候二付元文七年ヨリ仁和寺末 卜成ル富時永代常燈料料寄附有之石油料銀五貫目富谷十五

ヶ村江預置候段由有之尤天明五年巳年六月十 日 教順住職之時也、除地千九百八十四坪」等と記され、

その後明治維新の排仏毀釈によつて寺は廃絶し、本尊や仏具は貝塚市地蔵堂の正福寺に梵鐘は熊取町大

字五門の慈照寺に移されたとされている。

第 5節 その他の資料から

東円寺が建立されたと思われる平安時代末期から鎌倉時代初期にかけての熊取町内の様子を直接記し

た史料は皆無である。

「日本後記」巻十二には、804(延暦23)年桓武天皇の和泉国行幸における熊取野での遊猟の記事が存

在する。これが熊取の最も古い時代を示す記述 とされているが、おそらくこれ以後も熊取は狩猟に適し

た未開の原野・丘陵地によつて占められていたと思われる。しかしその約400年後の1234年を示す「九条

家文書」では熊取に荘園があつたことが記され、以後熊取の名は図中に頻見する。いずれも荘園領主の
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名は不明で、どの様な形で開発されていったのかは推測の域を出ない。

この時代の熊取の様子を知る手掛かりとして、熊取に隣接する現泉佐野市に中世より存在した日根野

庄とそれに関連する多くの資料は重要であると思われる。

日根野一帯は平安時代から鎌倉時代に至る時期に盛んに荒野開発を行つていたが、開発の負担者は在

地豪族と称された日根野一族をはじめとして、所謂権門勢家と呼ばれる中央貴族や社寺であった。特に

地理的にも高野山の和泉地方への進出は当然とも思われる。これらの勢力が日根野一帯に造営した神社

・仏閣も遺されており、日根野氏の氏神としての大井関神社、高野山支配の禅興寺、さらに在地豪族で

あつたと思われる源一族の氏寺としての無辺光院等がある。

文献の研究によって、一帯は中世以前から既に高野山および在地寺院の禅興寺によって開発されてい

たことが窺われ、鎌倉初期に九条家によってさらに荘園として大いに開発されていったのである。

また文献によると、1234(文 暦元)年に日根野庄内に檀波羅密寺が存在していたことが確実であるが、

この寺院は上述 した様な時代背景の中、おそらく平安時代末期頃に建立されたと推定されている。残念

ながら誰がどの様な目的で造営したのかは全く不明であり、地方寺院として荘園機構の一端を担ってい

たことは予想されるが、史料等から窺 うことはできない。また九条家文書の研究から、同寺院は寺領田

を所有していたことが推測されている。またさらに特筆すべき事柄として、檀波羅密寺が水利権の関係

から池の築造に大きく関与していたことが確実である。

檀波羅密寺については未だ殆 どが不明のままであり、その大まかな流れを掴む程度であるが、この様

な地方寺院の性格とその時代背景は、隣地の熊取における東円寺の場合においても大いに対照されるベ

きところであろう。

第 2章 調査の概要

第 4図 調査区位置図
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第 1節 東円寺跡90-4区

調査の経過

この調査は熊取町立中央小学校の給食調理室の改築工事に伴 うもので、大阪府教育委員会文化財保護

課調査第 1係有井宏子氏を調査主任として、平成 3年 2月 27日 より同年 3月 4日 の間、機械および人力

掘削を行った。

調査区はおよそ南北22m、 東西12mの長方形であるが、その中央部分には下水溝があるため、便宜上

北をB区、南をA区に分割した。

基本層序

401111m―

A区 西壁

-  0

T O E90-4
1客  土

2 旧耕作土

3 暗赤褐色 シル ト 包含層

4 明黄褐色 粘質土 地山

5黄 灰 色 シル ト

色

色

色

色

黄

黄

黄

自

淡

淡

灰

灰

６

７

８

９

シル ト

シル ト

シル ト

シル ト

第 5図 東円寺跡90-4区調査区壁面土層図

北側のB区は予想に反 して撹乱状況が大きく、地山と思える黄褐色砂礫土④を小学校の造成時の旧整

地上が直接削平しているのが観察された。

南側のA区は、小学校造成の旧整地土①が旧耕作土②を削平しており、この下に近世以降の耕作土と

思われる包含層③が存在する。またA区南壁の観察では、この耕作土③が地山面を著しく削平している

ことがわかる。この様な状況は、付近における他の調査においても同様であり、近世代に行われた耕作

によって、それまでの土層が殆ど削平され失われていることを示している。またさらに小学校の数度に

わたる造成工事によって、この場所の大部分の土層が削平され失われている状況である。

遺構

SD01

調査区の中央部には南北方向に幅およそ1.8mの溝 SD01が 検出された。断面は穏やかなV字状を呈

し、底部における比高差から南から北に向つて流れをもつていたと思われ、埋土は付近一帯に広がる近

世の耕作土とほぼ同じものである。状況からこれは近世以後の耕作に関して掘削されたものに違いない
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が、その詳細を明らかにできる様な資料の検出には至っていない。

遺物

今回の調査では特筆すべき遺物の検出はなく、近世から近代にかけての瓦片 。陶磁器片を検出 した。

90-41三 /1ヽ糸吉

残念なが らこの904区の調査では期待 された程の成果は挙がらなかった。状況か ら付近が近世以降の

耕地開発や造成工事によつて、大きく削平されたことがわかった。

第 2節 東円寺跡91-4区

調査の経過

この調査は、平成 3年 7月 15日 から同年 8月 8日 までの12日 間、熊取町立中央小学校の北西部分にお

いて下足室の新設工事に先立って行われたもので、工事主体は熊取町教育委員会学校教育課である。調

査は熊取町教育委員会町史編さん室技師阿部 真を主任として、機械および人力掘削によって行われた。

申請面積は16,868ポ、調査面積は128ポである。

基本層序

上層から校舎等学校造成に関する客土①、近代の耕作土②があって、その下に耕作土④とその床土⑤

が概ね海抜T.P.40.lmの高さで調査区全体に一様に広がっている。また耕作土④のさらに下には、厚さ

約10cln程度の中世遺物を含む黄褐色粘質土の包含層⑥が存在する。この包含層が形成された背景等その

性格に関しては、土質土色の具合から、下位の地山である黄褐色粘質土⑦を多少含んでいるように観察

される等、耕作土そのものとは思い難い。

遺構

SD01

調査区のほぼ中央部に検出され、壁面に見られるその断面からは、近世以降につくられた水田に関連

した溝跡と思われる。溝底部におけるレベル高の分析から、南東から北西方向に穏やかな流れをもつて

いたものと思われる。幅は約1.3m、 深さは0.35m、 断面はやや開いたU字形をみせている。

遺物は19世紀から20世紀の磁器ばかりが含まれる。

SD02

幅約0.8cIIl、 深さ約0.2mを測る。平面からはSD01と 同種の溝状で、東西方向を示すものと思われ

るが、溝であったことを示す埋土は無く、西壁面で観る限 りSD01の 南隣にあって一段低くなってい

る状況とも思われる。この遺構内に堆積するのは付近一帯に観察される耕作土と床上である。
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-40.20rn

o         .    3戸南壁

1 客土および撹乱

2 耕作土

3 耕作土

4 耕作土

5 床土

6 7.5Y R 4/3 褐色     砂質土

7 75YR 5/8 明褐色    粘質土 (地山)

8 10G Y 6/1 緑灰色    砂質土 (SD01埋土)

9 10B G 4/1 暗青灰色   砂質土 (SD01埋土)

10 10Y R 5/3 にぶい黄褐色 砂質土

11 10Y R 4/3 にぶい黄橙色 砂質土

12 10G Y 7/1 明緑灰色   粘質土 (SD03埋土)

13 10Y R 7/2 にぶい黄橙色 砂質土 (SK07埋土)

SD03

調査区の南側にあ り、SD01、 02と 同方向である。最大幅は約1.lm、 深 さは約0.25mを 測 り、断

面は緩やかなU字状をみせる。埋土は三層か らな り、埋土中か ら瓦片や土師器片が出土 している。

また近世の包含層 と思われる灰黄褐色砂質土層がこの遺構の上面に存在 している。遺物等を考え合わ

せて、この遺構 もまた近世に存在 したもの と思われる。

SD04

調査区の南壁やその付近において検出され、検出長 7m、 深 さ約 6mを測る。主軸方向は上述の溝群

とほぼ同じである。埋土は SD03の ものと共通す る黄橙色砂質土であり、 SD03同 様近世のものと

思われる。

第 6図 東円寺跡91-4区調査区平面図・壁面上層図
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その他の遺構

調査区の北壁に面する部分に径およそ20～ 30mの小 ピッ ト群を検出している。いずれ も深 さはなく、

柱痕等の特徴 もみ られないために、性格等を類推するには及んでいない。

TOE91 4区 の遺物

第 7図 東円寺跡91-4区 出土遺物

東円寺跡914区の遺物

ここに挙げたものはいずれも包含層から出土したもので、 1は唐津灯明皿、 2は瓦質の甕の日縁部、

3は唐津碗で見込みに砂目痕があり17世紀中頃のもの。 4、 5、 は肥前磁器染付 (伊万里)であり、 5

は特にくらわんかてと呼ばれるもので、 4、 5には梅樹文がみえる。ともに18世紀後半頃と思われる。

6は中国製青花皿で17世紀初頃のものであろう。

東円寺跡914区小結

調査区の壁面に観られる最下層の包含層には、主に17世紀以降の陶磁器を含んでいるため、この場所

は17世紀代頃に一端大規模な耕作のための整地が行われたのではないかと推定される。検出された遺構

等もおそらくすべて近世に入つてからのものと思われる。ここでは、この付近で17世紀に大規模な開発

が行われたのではないかという推定が可能なことを調査結果としたい。

第 3節 東円寺跡93-2区

調査の経過

今回の調査は東円寺跡内の熊取町大字野田2161他 11筆の町立中央小学校内のプール及び管理棟建設工

事に伴 う発掘調査である。本調査に先立って行われた試掘調査は平成 5年 5月 20日 から同6月 11日 まで

の期間に実施 し、およそ 2× 30mの、 トレンチ 4ヶ 所を設定して機械掘削による調査をした結果、瓦器

片や土師器片等の遺物を含む包含層、土墳や溝等の遺構を検出したために、本調査を実施することを決

定した。

本調査は熊取町教育委員会町史編さん室 阿部 真 。前川 淳を担当者として、平成 5年 7月 6日 か
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55 5Y   6/1 灰色
56 5Y   7/3 浅黄色
57 2 5CY 6/1 オリープ灰色
58 5Y   7/1 灰色
59 25Y  5/2 暗黄灰色
60 10C Y 7/1 明緑灰色
61 25Y  7/6 明黄褐色
62 5Y   8/1 灰自色
63 75Y  7/1 灰白色
64 10C Y 8/1 明緑灰色
65 25Y  7/6 明黄褐色
66 10Y R 4/2 灰黄褐色
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6875Y 8/1 灰自色
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72 25Y  6/2 灰黄包
73 5Y   6/1 灰色
74 75Y  8/1 灰自色
75 25Y  4/2 暗灰黄a
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78 10Y R 6/6 明黄褐色
79 5B   7/1 明青灰色
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・７

・８
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２。

２．

２２

２３

２４

２５

２６

２７

5/6 黄褐色
6/1 青灰色
5/1 褐灰a
5/6 明褐色
6/2 灰黄色
5/1 灰色
6/6 明黄褐色
6/2 灰黄色
5/6 黄褐色
5/2 暗灰黄色
6/3 にぶい黄色
6/8 明黄掲色
5/2 晴黄灰色
4/1 褐灰色
6/4 にぶい黄色
7/2 灰黄色
5/2 灰黄褐色
6/6 明黄褐色
6/■  褐灰色
6/3 にぶい褐色
6/2 灰黄褐色
4/1 灰色
6/4 にぶい黄橙色
5/1 黄灰色
4/2 暗黄灰色
5/2 暗灰黄色

B区  西壁

耕 作 土

耕 作 土

床 土

耕 作 土

耕 作 土

整 地 上

耕 作 土  中 世 包 含 層

床 土

耕 作 土  中 世 包 含 層

耕 作 上  中 世 包 含 層

地 山

中 世 包 含 層

畦 畔

耕 作 土  包 含 層

杭 痕

中 世 包 含 層

耕 作 土

黒 褐 色

に ぶ い 黄 色

明 贅 褐 色

淡 黄 色

灰 白色

晴 灰 色

灰 白 色

灰 自 色

黄 褐 色

に ぶ い 黄 色

灰 黄 褐 色

に ぶ い 黄 褐 色

灰 自 色

に ぶ い 褐 色

灰 黄 色

に ぶ い 黄 種 色

に ぶ い 黄 橙 色

黄 掲 色

灰 黄 色

浅 貴 色

に ぶ い 黄 橙 色

に ぶ い 黄 橙 色

灰 黄 色

褐 灰 色

ス キ 痕

杭 痕

耕 作 土

砂 質 土

砂 質 土

粘 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

粘 質 土

砂 質 土

砂 質 土

粘 質 土

砂 質 土

粘 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

粘 質 土

砂 質 土

粘 質 土

28 10Y R 5/6 黄褐色
29 10B C 4/1 晴青灰色
∞ 25Y  5/3 黄褐色
31 5Y   6/3 オリープ黄色
32 25Y  4/3 オリープ黄色
33 25Y  4/4 オリープ褐色
34 25Y  5/3 黄褐色
35 25Y  5/1 黄灰色
36 10Y R 7/4 にぶい黄橙色
37 25Y  7/2 灰黄色
38 5B C  6/1 青灰色
39 5B C  6/1 青灰色
40 10Y R 7/6 明黄褐色
41 5Y   5/1 灰色
42 10Y R 5/3 にぶい黄褐色
43 25Y  4/3 オリープ褐色
44 25Y  6/3 にぶい黄色
45 10Y  5/1 灰色
46 75Y  5/1 灰色
47 10Y  4/1 灰色
48 10C  6/1 緑灰色
49 5B C  6/1 青灰色
5C1 10Y R 6/6 明黄褐色
51 25Y  6/8 明黄褐色
52 N   5/ 灰色
53 25Y  5/2 暗黄灰色
54 10Y R 4/1 褐灰色

粘 質 土

粘 質 土

粘 質 土

砂

粘 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

砂 質 土

灰 黄色

砂 質 土

耕 作 土
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/
SK13

水田跡

SKll

第 9図 東円寺跡93-2区遺溝平面図
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ら同10月 25日 の間に実施 したもので、発掘調査総面積は1238ぽ、調査進行の都合上A区 とB区に分けて

行つた。

基本層序

基本的な層序は調査区とトレンチ 1と もに共通した様相を示している。上から小学校の校舎と付随す

る施設のための造成に伴 う撹乱および客土が厚 く存在 し、その下に上層によって削平されている近世以

後の耕作土④⑤がみられて、以下に中世の耕作上が二重⑨⑪、部分的には二重⑨⑪⑫に存在しており、

これらの中に中世に限られる遺物が含まれていた。北東部分は後述するように中世層以下に自然流路の

埋土が幾重にもみられる。

中世の耕作土に関して、後述するように地山面上に検出をみた畦畔による水田遺構を形成するのは、

灰黄色砂質土⑨、およびその床土の黄褐色粘質土⑩、さらにその直下の暗灰黄色砂質土⑪が存在 し、最

下層ににぶい黄色砂質土⑫がある。

近世遺構面

調査区A、 調査区B、 トレンチ 1と もに近世以降の遺構を検出している。いずれもほぼ同規模の溝状

であり、その方向は後述する中世の水田遺構とほぼ一致するところからやはり水田耕作に関係するもの

である可能性が高い。しかし残念ながらこの面では水田を形成する畦畔の様な遺構を検出することが出

来なかった。また調査地点付近における近世以後の耕作に関わる遺構を検出した例がなく、今後の調査

では大きな課題になると思える。

SD01

A調査区のおよそ中心付近に検出され、南北方向に走って南端は西側に屈曲する。幅は約1.2m、 深さ

20011程度で断面はV字状を呈する。埋土は主に 2層で上層が灰色砂質土、下層が黄色砂質土である。埋

土に遺物の混入はなかった。 (図73・ 挿9。 10)

SD12(B調 査区)

B調査区内を南北方向に縦断している。幅約1.Om、 深さ15011で V字状の断面を見せる。 (挿9。 10)

SD01南壁

T O E93-2 近世遺構
1 10Y R 6/2 灰黄褐色
2 10Y R 6/1 褐灰色
3 10Y R 7/4 にぶい黄橙色
4 5Y R 6/1 褐色
5 10Y R 7/8 黄橙色
6 10G Y 4/1 暗緑灰色

SD12西 壁

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

粘質土

砂質土 (耕作土)

―

―

―

SK09西 壁

10Y
2.5Y
10Y R
2.5Y
25Y

―
 V 

―

 

一

耳

―

SD15南 壁  SD16南 壁

?     1     lm

砂質土 (旧耕作土)

砂質土 (旧耕作土十床土)

砂質土

砂質土

砂質土 (旧耕作土+床土)

７

８

９

Ю

Ｈ

灰色

浅黄色

にぶい黄橙色

灰黄色

灰黄色

第10図 東円寺跡93-2区近世面遺構断面図
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SD15。 16(ト レンチ 1)

今回の932区調査地点の最西端には試掘調査の際の トレンチ 1がそのまま位置しているが、このおよ

そ南半分側には、SD15と SD16の 二本の溝が平行してN50Eの方向に走っている。SD15は 幅

平均約0.35m、 深さ12ollで、SD16は 幅約20oll、 深さ4011程度を測る。埋土はいずれも灰黄色砂質土

で、これは一帯に広がる近世の作土と床土が混入したものと思われる。また方向は前のB調査区のSD

12や、A調査区のSD01と ほぼ直交することからみて、SD12か ら派生するように造 られた水路

ではないかと思われる。遺物はなく、この上面もかなりの削平をうけていることが観察される。

中世遺構面

水田遺構 (水 田跡 )

水田遺構は調査区全般に灰褐色砂質土 (包含層)と 黄褐色粘質上の地山が削り出されて残存する畦畔

の検出によって確認された。また床面を掘削排除することによつて、畦畔と同方向の鋤溝もみられた。

畦畔はおおよそN20Wと それに垂直の方向をもつて調査区内で井形の構造を見せるが、畦畔によって

区切 られた各水田の大きさは一定していない。

また水田床面の上に築かれた旧耕作土にあたる土層は、僅かの弥生式土器にはじまり主に12世紀末か

ら13世紀前半までの瓦器碗を中心とした遺物を含む黄褐色粘質上であり、一般にいうところの包含層に

なんら変わらない。ある種の包含層は、当調査区のように広い面積でその上面を検出すれば、水田遺構

が出現する可能性が高いことを示している。

畦畔は主に中央と西側に検出されたが東半分には検出されなかった。

また調査区の北東部分にも遺物を含む同様の灰褐色砂質土層が広範に拡がっていたが、後述の様にこ

の部分は前代から自然流路が多く存在 したらしく土色の変化等が著しい等の理由のため、関連の畦畔を

検出することができなかったものと思える。

この水田遺構はその包含層としての存在と共に調査区外のさらに北側方向に拡がつていると思われ、

そこに含まれる土器にはおよそ14世紀以降のものが含まれないことから、まさに14世紀頃に開発された

水田ではなかったかと思われる。

水田内の検出面となった地山面上には無数の鋤溝が検出されていることも付け加えておく。その規模

の小ささと遺存状況の悪さから正確に図示し得なかったことが残念である。 (挿 9)

また水田面のレベルはおよそ35.600mで 、後述する校舎を隔てて南側に位置する941区の調査で検出

された水田開発以前の12～ 13世紀頃の建物等が検出された遺構面のレベルはおよそ36.200mで ぁる。距

離的に離れているために単純に比較できないが、932区の水田面のレベルは低く、水田が開かれる際に

は、それまで存在していた遺構等が削平されたものと思われる。推定に過ぎないがその際の削平はおよ

そ30oll程度の深さに及んだのではないかと思われる。

SK01

A調査区の中央南寄 りにあって、径およそ lm、 深 さ約 10clllの 円形の上墳である。埋土は灰黄褐色粘

質土①の一層で、遺物はなかった。その形状か ら、後述の SK02と ほぼ同種の遺構 と思われるが、詳
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細は不明といわざるをえない。上層から掘 り込まれた可能性がある。 (挿9。 11)

SK02

A調査区の中央やや南寄 りにあつて、長径1.27m、 短径1.05m、 深 さ0.07mの 楕円形の土墳である。

埋土は暗黄灰色砂質土の一層である。遺物はなく詳細は明らかにできないが、或いは上層か らの掘 り込

みかもしれない。

SK03

A調査区の北西端に、長径1.25m、 短径0.05m、 深 さ0.06mを測る土壊 を検出した。埋土はにぶい黄

色砂質土⑤一層である。遺物 として瓦器碗片 1点 と器種不明の上師質土器片 1点が出土 した。検出面か

ら余 りにも浅いことか ら、さらに上からの遺構 と推定されるが、上面での検出時には確認されていない。

水田耕作時には概 して水溜遺構 と呼称 される比較的大きな土墳が存在することが報告されているが、

或いは上面における中世以後の水田に関わるものかもしれない。 (挿 9。 11)

SK06

長径2.75m、 短径 1.5m、 深 さ0.18mを 測 る大きな土墳である。断面形はやや底の開いたU字形を呈 し、

遺物は出土 しなかつた。詳細については全 く不明であるが、その位置が前記畦畔を断ち切つて存在する

ため、少なくとも先述の14世紀頃 と思われ る水田面のものではなく、それ以降に掘削されたもので、あ

るいは水田耕作における水溜遺構かもしれない。 (図72・ 挿9)

SD06

A調査区の北西端部分において、中世水田内から検出され、確認長2.5m、 幅は約0.4m、 深 さは0.13

mを測る溝状である。検出された水田の畦畔 とほぼ平行する状況か ら、水田に直接関わるものであると

思われる。

SKll(B調 査区)

B調査区の中央東端で、長径 1.2m、 短径 1.lm、 深 さ15ollの楕円形の土墳を検出 した。埋土は灰色砂

質土の一層であ り、遺物はなかった。先述 した水田遺構の最南端にあつて、ちょうど水田の肩の部分に

あるため、水田に関係するものではなく、上層か ら掘 り込まれたものであろう。その規模 と形状から先

のA調査区におけるSK01や SK02と 類似するもの と思われる。

SK13(B調 査区)

B調査区の北端部で確認 された楕円形の土墳で、 B調査区の北壁によつてその半分が遮 られている状

況である。深 さは約 5 ollで検出され、埋土はにぶい黄褐色シル トの一層であ り、遺物はなかった。状況

から上記 SKll等 とほぼ同様のものではないかと推測する。
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SK16(ト レンチ 1)

トレンチ 1の中央部付近で前記 SD17に 接して検出された長方形の土墳状をみせる。0.85× 0.55m

の大きさと、深さ約 6 allを 計測 した。埋土はにぶい黄橙色シル トの一層であるが、底部に瓦片の出土を

みた。おそらく僅かに低くなつていた場所に耕作土の最下層部が落ち込んでいる状況であると思われる。

SD17(ト レンチ 1)

トレンチ 1の中央部に検出された細い溝状の遺構で、幅約16cln、 深さ約 4 ollを計測 した。埋土はにぶ

い黄橙色のシル トで遺物は含まれていない。方向は先の水田畦畔とほぼ同じである。

SD18(ト レンチ 1)

SD18は 前記 SD17の 約 2m北側で同方向に平行 しており、幅約35cIIl、 深さ約 6 clnを 演1る 。断面

は緩やかなV字状を呈し、埋土は灰黄色シル トー層で、遺物は含まれていない。

中世以前遺構面

中世以前に関しては、遺構・遺物ともに少なく、調査区Aの検出面である地山上において有舌尖頭器

や石鏃等縄文時代早期のものと思われる石器とさらに石器を製作した際に生じたと思われるサヌカイ ト

の剥片 2点を検出したことが特筆される。残念ながら関連する同時代の遺構等は皆無で、これら石器の

使用形態等については不明であるが、あるいは狩猟場や石器製作を意味するものとも思える。

その他検出された土墳には中世以前を示す土器等を検出するものはなく、また調査区全域にみられる

中世包含層から検出された遺物の中にも11世紀より古いものはなかった。また調査区A東端に検出され

た多くの溝状遺構はいずれも自然流路的なものと思われる。
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40 4m

404m_   404m、
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SD17西 壁      SK16南 壁 。       ...

T O E93-2 中世遺構
1 10Y R 5/2 灰黄褐色

2 10Y R 5/6 黄褐色

3 25Y 5/2 暗黄灰色

4 10Y R 7/2 にぶい黄橙色

5 2.5Y 6/3 にぶい黄色

6 10Y R 7/2 にぶい黄橙色

7 25Y 6/3 にぶい黄色

8 10Y R 5/6 黄橙色

9 25Y 6/1 黄灰色

10 25Y 6/1 黄灰色

11 25Y 7/1 灰白色

粘質土

砂質土 (地 山)

砂質土 (粘 土ブロック含む)

シル ト

砂質土

シル ト

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

シル ト

12 10Y R 7/2
13 10Y R 6/1
14 10Y R 7/1
15 10YR 6/2
16 10YR 6/3
17 10YR 4/3
18 25Y 6/1
19 10YR 6/3
20 25Y 7/2
21 10Y R 6/3

にぶい黄橙色 砂質土

褐灰色    シル ト

灰白色    シル ト

灰黄褐色   砂質土

にぶい黄橙色 砂質土

にぶい黄橙色 シル ト

黄灰色    砂質土

にぶい黄橙色 シル ト

灰黄色    シル ト

にぶい黄橙色 シル ト

第11図 東円寺跡93-2区 中世面遺構断面図
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遺構

SD09

幅約4.lm、 深 さ1.lmを測 り、断面はU字状を呈する。埋土はシル トや砂を中心 としてお り自然流路

と思える。遺物は一切検出していない。 (図81)

SD10

幅約4.Om、 深 さ0.5mで蛇行 している。遺物はなく、 SD09や SDllと 同種 もしくは同一の自然

流路を形成 しているもの と思われる。 (図82)

SDll

幅約3.5m、 深 さは0.65mを 計測 し、埋土はシル トおよび粘質土か らなる。これ ら二つの流路の埋上の

差異か ら、この付近の自然流路は、調査区の北側部分に中心を持ち、調査区の南側に向って幾本かの支

流を形成 していたもの と思われる。これ らの流路が水の流れを持っていた時期は詳 しくはわからないが、

流路が埋まつた後で中世の遺構 と包含層および近世面が、その上に形成 されていることか ら、東円寺が

建立される以前のかな り古い時期のものであろう。或いは先に触れた石器が使われていた縄文時代早期

の付近の景観を示す ものかも知れない。 (図83)

40 0rn

40 0rn

V
SD07南 壁

~4α
5~~

SD08Jヒ壁

SDll南 壁

T O E93-2 中世以前遺構
1 10YR 4/1 褐灰色    砂質土
2 10YR 3/1 黒褐色    粘土
3 10YR 4/2 灰黄褐色   砂
4 10YR 5/6 黄褐色    砂質土(地 山)

5 10YR 4/1 褐灰色    砂
6 10YR 5/6 黄褐色    砂質土
7 10YR 5/2 灰黄褐色   砂質土
8 10YR 6/4 にぶい黄橙色 シルト
9 25Y 7/3 浅黄色    砂質土
10 10YR 6/4 にぶい黄橙色 砂質土
11 10YR 6/6 明黄褐色   粘質土
12 10YR 6/3 にぶい黄橙色 シルト
13 10YR 7/3 にぶい黄橙色 シルト
14 25Y 6/1 黄灰色    砂
15 10YR 4/1 褐灰色    砂
16 10YR 5/1 褐灰色    シルト
17 10YR 6/2 灰黄褐色   砂
18 10YR 8/1 灰自色   シルト

19 10YR 5/6 黄褐色     砂質土
205Y  7/1 灰自色    砂
21 5Y   6/1 灰色     砂
2275Y 7/2灰 自色    砂
23 10Y  7/1 灰自色     砂
24 25GY 7/1 明オリープ灰色 砂
25 N   6/ 灰色     礫
26 N   5/ 灰色     礫
27 10YR 6/3 にぶい黄橙色  シルト
28 10YR 5/2 灰黄褐色    粘質土
29 10YR 7/3 にぶい黄橙色  粘質土

37 10YR 5/3 にぶい黄褐色 シルト
38 10YR 5/2 1こ ぶい黄褐色 砂質土
39 10YR 4/3 にぶい黄褐色 砂質土
40 10YR 5/6 黄褐色    粘質土
41 10YR 5/1 褐灰色    砂質土(包含層)

42 10YR 4/1 褐灰色    粘質土
43 10YR 3/2 黒褐色    粘質土
44 10YR 4/4 褐色 粘質土

45 2.5Y 4/2 暗灰黄色   粘土
46 10Y  5/1 灰色     砂
47 10YR 4/2 灰褐色    シルト
48 25Y 5/3 黄褐色    シルト
49 5BG 6/1 青灰色    砂
∞ 10Y  6/1 灰色     砂
51 25Y 6/2 灰黄色    砂
52 75Y 7/3 浅黄色    砂
5375Y 7/2灰 自色   砂

311 25Y  7/2 灰黄色 シル ト

31 10YR 8/1 灰自色    砂
32 10YR 5/3 にぶい黄褐色  粘質土
33 N   4/ 灰色     粘質土
34 N   6/ 灰色     砂
35 10YR 5/1 褐灰色     砂
36 10YR 5/2 灰黄褐色    砂質土

第12図 東円寺跡93-2区中世以前面遺構断面図
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遺物について

東円寺跡932区で検出することができた遺物は殆ど全てが基本層序における灰褐色砂質土⑤の人力掘

削時のものである。総数およそ232点でこのうち図示し得たものは44点 である。

また最も特筆すべきは縄文時代早期のものと思われる有舌尖頭器と石鏃と石匙である。また他にも包

含層よリサヌカイ トの剥片 2点が検出されており、産地分析の結果、奈良県二上山のものと断定されて

いる。その後代のものとしては鎌倉時代初期頃の瓦器が多く検出されているのが特徴である。

近世耕作土からの遺物

●肥前系陶器皿片 B地区

底部の約1/4が残存。高台は貼 り付け。見込みに梅樹文がみられる。

近世耕作土床下層の遺物

●須恵器蓋杯 (杯)(図 1933・ 挿1311)A地 区

底部1/5片。復元高台径7.2cln。 内外にヘラケズリ痕。後内面は回転ナデ。高台貼 り付け。

●瓦器碗片 (挿1317)A地 区

日縁部約1/12片。復元口径1.4cln。 内外摩耗。焼成は良で硬質。偏平で口縁はやや外反。

13世紀中頃。

●白磁碗片 (図 187・ 挿1332)A地 区

日縁部1/8片。復元口径12.2clll。 内外強いヘラケズリの後ナデ。器面には黒褐色の斑点がみられる。

中世包含層からの遺物

●瓦器碗片 (図 1920。 挿1312)A地 区

復元口径14.9cln。 内外ともにカーボンが剥落しており、調整等はみえない。外面下半分に指頭圧痕

がみられる。器壁は厚く立ち上がりはやや角度があることから12世紀中頃の所産と思われる。或いは

東円寺創建等の所産かもしれない。

●瓦器碗片 (図 1919・ 挿1318)A地 区

復元口径11.4clll。 全体の 5%未満の残存。内外剥落。外面口縁下に回転指ナデによるヘコミがみら

れる。器壁は薄い。13世紀中頃のものと思われる。

●瓦器碗片 (挿1314)A地区

復元口径 13.2oll。 日縁のみの残存で内外の摩耗は激しい。内面に水平方向のヘラミガキ痕が多くみ

られる。器壁は厚手で割と深く立ち上がること等から13世紀中頃と考えられる。

●瓦器碗片 (図 1922・ 挿1315)A地 区

復元口径14.8cnl。 薄手で外面口縁下に回転指ナデによるヘコミがある。内面は水平方向のヘラミガ

キがみられる。12世紀末頃と考えられる。

●瓦器碗片 (図2040・ 挿13-16)A地 区

復元口径12.6cln。 日縁部の約1/4が残存。比較的状態はよい。外面指オサエ整形の後、日縁外面は横ナ
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デ。内面はヘラミガキで、見込みに螺旋文、全体に渦巻文がみられる。また外面口縁下に調整による

ヘコミがあり、器壁は薄く偏平である。13世紀中頃のものと思われる。

●瓦器碗片 (挿1313)A地 区

復元口径14.2cln。 日縁はやや外反し、外面口縁下にナデによる凹帯。薄手で立ち上がりは緩やか。

13世紀中頃のものと思われる。

●瓦器碗片 (図 1923・ 挿1321)A地 区

復元高台径は5.4cln。 底部約1/4程度残存。全体が摩耗している。内面見込みに斜格子文のヘラミガ

キがみられる。13世紀中頃。

●瓦器碗片 (図 1925。 挿1322)A地区

復元高台径6.8cln。 底部

1/4が残存。全体が摩耗しているため調整は不明。高台断面は三角形だが高さはある。12世紀中頃の

ものと思われる。

●瓦器碗片 (図 1926。 挿1321)A地 区

復元高台径5.4cm。 底部1/5残存。内外の摩耗が激しく年代の推定も難しい。

●瓦器碗片 (図2041・ 挿1325)A地 区

復元高台径3.Oclll。 底部1/4が残存。内面見込みにヘラミガキによる斜格子文。高台はかなり退化 し

ている。13世紀代のものであろう。

●瓦器碗片 (図 1924・ 挿1319)A地 区

復元高台径5.Ocln。 底部1/4が残存。摩耗のため調整不明。やや厚手。12世紀中頃。

●瓦器小皿片 (図2149・ 挿1326)A地 区

復元口径9.6cln。 全体の1/4の残存。底部には指頭痕がみえ、立ち上がりは明らかに指による曲げで

あることが観察できる。外面口縁付近は横方向ナデ、内面はナデ後ヘラミガキである。暗文は平行文

である。

●瓦器小皿片 (挿1329)A地 区

復元口径7.2cln。 底部はなく
「

縁部1/4の残存。内外摩耗 し調整は不明瞭。内外に横ナデがわかる程

度である。

●瓦器小皿片 (図 1921・ 挿1327)A地 区

復元口径7.8clo。 器高は1.8cln。 全体の約1/5の残存。かなり厚手で、内面にナデ調整がみられる。

●瓦器小皿片 (図 1918・ 挿1328)A地 区

復元口径6.2m。 器高は1.3cnl。 全体の1/4が残存。内外摩耗 し底部の指オサエは不明瞭。内面の調整

も判然としない。外面器壁に指頭痕が確認できるが、これは非常に小さな指頭痕である。女性か子供

の手になるものと思われ興味深い。器壁は薄手で、器高も小さく手作 りの趣を残 している。

●瓦器小皿片 (挿1323)A地 区

日縁は欠損 してお り復元底部径はおよそ6.6cnl。 外底面に指頭痕が残つており、後ナデによつて調整

されている。日縁にかけての立ち上がりは緩い。
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●東播系こね鉢片 (図2038。 挿13-33)A地 区

日縁約1/5程度。日縁外面に幅約 lmで黒釉が施されている。13～ 14世紀代。

●瓦質す り鉢片 (図2037・ 挿1324)A地 区

残存は底部2/5。 復元底部径は9.2clll。 外面全体にヘラケズリ痕が残る。14世紀後半頃と思われる。

●瓦質す り鉢片 (挿1330)A地 区

日縁部1/10以下の小片。復元日径は29.4oll。 内外の摩耗激しく調整は不明。15世紀前半のものだろ

つ。

●瓦質三足釜片 (図1929。 挿1342)A地区

瓦質三足釜の脚部。長さ11.2crll。 最大径2.Ocln。 縦方向のケズ リによる調整は明瞭。

●中国製青磁碗片 (挿1341)B地 区

同安窯系。底部約1/2が残存で、日縁は欠損 している。高台はなく、底面径4.4cm。 底部外面は回転

ヘラケズ リ痕が明瞭で、無釉。見込みに櫛描き文による調整痕。また釉下にヘラケズリ痕あり。

●唐津系陶器碗片 (挿1335)A地 区

底部1/4が残存。復元高台径5.6cln。 胎土は灰色で非常に密。高台は露胎。釉はオリーブ。釉下に高

台貼 り付け時の指頭痕が窺える。高台は端部が切 り落とされ断面五角形。高台底には糸切 り痕がみえ

る。器壁外面には回転させながら削った痕跡がみえる。

●唐津系陶器碗片 (挿1336)A地 区

高台は欠損し、日縁を含む全体の1/8の残存。復元口径は10.4cln。 厚手で器壁の立ち上がりは深く、

底の深い碗である。外面下半分はヘラケズリで外回転ナデ。17～18世紀所産。

●瀬戸美濃系陶器天目茶碗片 (図 1811・ 挿1337)A地 区

底部約1/2残存。復元高台径4.4cln。 高台は削り出しによる整形。底部は糸切 り後、高台中心部を回

転ケズリで整形。

●須恵器壺片 (図 1930。 挿139)A地 区

日縁部約1/8が残存。復元口径9.8clll。 日縁以外の外面に自然灰釉がみられ、内面に回転ナデがみら

れる。口縁の特徴的な立ち上がりは、端部折 り曲げによるもので、日縁外面を回転ヘラケズリで調整

後、端部を丁寧に切 り揃えている。

●サヌカイ ト製石片 (挿136)A地 区

およそ一辺3.Oclnの 三角形状の剥片である。原材産地分析から二上山のサヌカイ トと判定されている。

●サヌカイ ト製石片 (挿135)B地 区

約3.OcIIl× 1.Ooll程 度の剥片である。二上山産の産地と推定されている。

地山直上面の遺物

●須恵器蓋杯 (杯)(図 1931・ 挿1310)

底部の1/8片。復元高台径10.3cnl。 内外面回転ヘラケズリ (反時計回り)。 8世紀頃のものと思われ

る。
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●有舌尖頭器 (図 173・ 挿131)

後述する石鏃、石匙とともに調査区Aの最終検出面である黄褐色粘質土 (地山)面上から発見され

た。その状況は豪雨によつて調査区内が冠水した際、泥水を除去し最終検出面上を再精査の最中に作

業員の鋤簾の中の泥土から見つかつたものであるため、正確にどの様な土層に含まれたのかは断定で

きない。おそらく地山として検出していた黄褐色粘質上の中にあつたものと思われる。

見つかつた有舌尖頭器はいわゆる柳又型有舌尖頭器と呼ばれるタイプであり、その先端をやや損失

しているが、長さ5。 9cln、 幅2.6ollを 測る。舌状部が非常に鋭利な三角形につくりだされており、片方

は欠損しているものの、かえりは端部が反 り返る形状に加工されているのが特徴である。これは芹沢

編年でいうところの第二群にあたるものと思われ、隆線文土器が出現する有舌尖頭器の最盛期のもの

である。石質は石鏃、石匙ともにサヌカイ トである。

●石鏃 (図171・ 挿132)

大きい方で、長さ3.2oll、 幅2.3ollを 測 り、片方のかえり (わたくり)部を欠損している。平面形は

まさに鉄塔状の形態を呈して、かえりの部分が反 りながら脚状に発達する縄文時代の古式の特徴を有

しており、縄文時代前期頃のものではないかと思われる。

●石鏃 (図 172・ 挿133)

小さい方の鏃で、長さ約3.6cln、 残存幅約1.5cIIlで ある。前の鏃に比べて先端部分が極めて細く、ま

た基部は発達 してお りその幅は鏃身よりも広い。以上のような特徴的な加工を施すのは縄文時代後期

からのものと思われ、従つて今回まとまって検出された石器の中では唯一後出するものといえる。

●石匙 (図174・ 挿134)

横型石匙で幅4.Oclll、 高さ2.6clllを 測る。材質はサヌカイ トである。通常石匙は縄文時代早期前葉か

ら出現するが、一般的な存在になるのは早期末葉からといわれている。今回の出土状況はその機能等

を類推するに及ばない。

撹乱中の遺物

●弥生式土器甕片 (挿137)A地 区

日縁のみで、全体の約 2%片である。復元口径は29.Oclll。 胎土は粗く、焼成不良。短い口縁の先端

が上方へ肥厚しながらが外反する。第Ⅲ様式―Ⅱと考えられる。

その他の遺物

●唐津碗片 (図 1816・ 挿1340)B地 区

底部のみの残存。底部径は 4 clll。 見込みに自釉がみられる。底部は回転させながらつまみ上げた後

糸切 りか。16世紀後半頃。

●唐津碗片 (図 1817・ 挿1339)B地 区

底部のみの残存。底部径は 4 all。 見込みに砂目跡を残す。16世紀後半。

-23-



?   :  甲

鸞

▼ Tフ 一` 刊 フ

ー
 ::J!!``::::::::;;:l::                         ― -20

ハ
ーーー
＝
Ⅲ
Ｖ



熊取町 遺跡出土のサヌカイ ト製石片の原材産地分析

藁科哲男 (京都大学原子炉実験所)
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表 1 熊取町 遺跡出土のサヌカイ ト製遺物分析結果

試

番

料

号

一九 素 比

K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr  Zr/Sr Nb/Sr A1/Ca Si/Ca

42958
42959

.284

.279

.224

.229

.074   4.670

.067   4.560

。203

.198

.082

.052

.609

.640

.017

.018

.013    .106

.011    .099

別表 1 各サヌカイ トの原産地における原石群の元素比の平均値(×)と 標準偏差値(め

原    産

原 石 群 名

地 鋪
敵

K/Ca

X±σ

Ti/Ca

×士σ

陥 /Sr

×±σ

Fe/Sr

×±σ

Rb/Sr

×±σ

Y/Sr

×±σ

Zr/Sr

×±σ

Nb/Sr

×±σ

A1/Ca   Si/Ca
×±σ    ×±σ

北 海 道 旭 山 80 0“1± 0011 0288± 0010 0089± OIX6 5 αИ±0140 0174± 0011 0096± 00" 0903±O αD 0015■0012 0015± OIX1 0 141■ O IXb

群 馬 県 荒 船 山 43 0194± 0070 03Ю ±0028 0129± 0014 92χ ±1153 0080± Oα又 0085±0014 0458± 0優2 01XD■0010 0013± 0∽1 0123■ 0032

長 野 県 八 風 山 46 0274± 0028 0324■ 0010 0090± O αB 4905■03■  0104■ O IX0 0 11Xl± OIX0 0 581± O αB 0012±OIXD 0 018± OIX2 0 168± 0014

神奈川県 火 打 沢 40 0092■OIKb 0 285± OIXD 0 166± OIXD 12 4■±0332 0121± OIX6 0 111± O αB 0483■O IZ1 0 1X15± OIX7 0 012■ O IX11 0 012± O IXll

岐 阜 県 下 93 1576±Oαも 02η ±0011 0038± O IX4 0 766± O l125 0%7± Ola1 0“1■ o o13 0 3X± 0024 0鰯■OIXD O α2±OIXB 0 0Ю±O l125

奈 良 県 二 上 山 0"8± 0010 0215■ O IX6 0 1171± OIXB 4 629■ 0270 02t2± 0012 00“ ±OIXD 0 6Ю±Oα2 0∞ 4± 0010 0019± 0∞1 0144± O IXb

大 阪 府 和 % 0494±00" 0325■ OCう  Oαお±OIXM 41Hl± 0148 0296± 0021 00"±0010 07発 ±Oαあ 0038±0010 0121± 0001 0194± O αD

兵 庫 県

岩 屋第一

″ 第二

甲   山

”

２４

２

0615±0021 0246± 0011 0αも±O IX6

0■Ю±0018 0%± OIX6 0臨±O IX6

0 1Xl± 0017 0154± O IX15 0臨±O IX17

3778±0198 03田 ±0019 0169± 0013

3542■0 2tX 0 32■ 0018 0046± 0018

3■0±0%1 01∞±0012 0“1± O αЮ

0【Ю■0039 0043± 0013 0 CB=OIX12 0 27± 0010

l α6■ OC″  0042± 0014 0Gる ■O IX11 0 2η±O IXD

0574■ O ω1 0012± OIX7 0 018■ O IX11 0 159± Oα憾

香 川 県

五
“
〓
ロ

寺

寺

峰

谷

分

光

　
　
印

国

蓮

自

法

”

‐８

“

％

0 4Xl± OαЮ 02M± OαB Oαマ±OIXM 3 842± 0310 0298± 0昭  0043■0012 0951± O α7 0046±0012 0121± O IX11 0 194■ 0011

0455±0011 0244± O IX14 0 157■ O IXB 3 762± 0136 0298± 0018 0043■ 0015 09Ю ±OαB 00B■Oαお Oα冷±OIX2 0 196± O IK7

0526±0015 02も ±OIXE 0 057± O IXX 3 599± 0101 0325± 0015 0040■ 0016 1α
"±

OIB7 0 047± 0010 0α拾±Oα2 02る ±O IX17

0396■OIXD 0 2も±O IX0 0 1176■OIX6 4鬱 2±0143 0272± 0016 0“ 7■ 0013 1145± 0034 0041■ 0010 0C2± O IX11 0 172± O IXM

金
山

金 山 東

″  薔

る

‐９

0486±0011 0215■ OIX6 0 083± O IXX

0401±0∝Ю O以D■OIX4 0 0も±O IX15

4811■0119 0まB±0015 01b9± 0015

5165■0167 0Z″ ■0015 00M± 0011

1170■ 008 0032± 0012 0α発■O IX11 0 XB± O IX6

1∝8■0 028 01Xl± 0011 0α″±O IX11 0 176± O IX4

*五 色 台 63 0869±0048 01"± OIX6 01Zl± OIXb 22鱒 ±0114 0晏И±0026 01X6■ 0011 071S± 0044 000± 0011 0039± OIX3 0 459■ Oαお

鳥 取 県 馬 ノ 山
"

0188±OIX7 0 178± OIX6 0 011± O IX11 0 916■ Oα■ O α2■O IX2 0 1X11±OIX2 0 177■ O αD OIX4±002 0015±O IX11 0 111■ O IXb

広 島 県
冠

山

原

東

山

一局
　
出

冠

冠

飯

∞

”

％

0651■ Oα 1 04も±0014 0046± O IX4

0323±0019 03B■ 0“1 0019± O IXll

l l16± 0061 0472■ Oα″ 0037± Oαヽ

3322±01∝  0174± O IXD

l a17■ OIH1 0回±Oα

"2228■0080 0245± 0011

0∝9■O αЮ 0462±0017 0185■ 0010 0025士 OIX2 0 21± O αB
O IXB± OIX6 0 399± 0043 00あ ±O IXD O l121± O IX11 0 171± O IX6

00B± OIX0 0 SИ±0014 0246± 0013 0038± OIXB 0 391■ O ωl

佐 賀 県

多 久第一

″ 第二

″ 第二

老 松 山

寺山・岡本

西 有 田

“

“

８

能

∞

１７

0まИ±Oα3 0まも■0 010 01Hl± O αB

0849±0瞑2 0“ 1■ 0016 0070± O IXD

ll∞±OZЮ  Oまも±Oα冷 O αB± O αD
0718±OαЮ 03M± 0010 0074± O IX17

0“も±0045 0宏D±0011 0179± O IXS

0453± 0019 0331■ 0価  O αЮ±0010

5175■02И  Oまア±Oα蛉 O IHl± 0017

5728±0310 0559■ 0052 0“1± 0018

4784■0981 0702■ 0∞1 0虚±0024

5780■021 0539■Oαる 0臨 ±0019

6119■0295 0478■ Oαも 0"1± 0018

7489■0249 03ア ■Oαと 0“ 1± 0015

0851±Oα

“

 02117■ 0 019 0 1Hl± OIX2 0まア±0019

0854± Oα■ 02И ■Oαる O IHl± OIX0 0 313± Oα″

0811■0∞1 020■ Oαる 0036± OIX6 0 401± 00“

0693± O C133 0 211■ OIM1 0 αる±OIX2 0 0Ю±0010

0638± Oα鰺 0192■0013 0121± OIX2 0 217± 0016

0駁B± O121 01“ ±0 010 01yl± O IX2 0 2t17± 0016

長 崎 県

大   串

亀   岳

牟 田第一

牟 田第二

川 欄第一

″ 第二

福 井第一

″ 第二

崎針尾第一

″ 第二

８

‐９

∞

‐３

”

９

１５

％

７‐

１４

1111±0118 0140± 00" Oαも±O121

1072±0042 01“ ±Oα爵 0∝ 1± O IX6
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表 2 熊取町 遺跡出上のサヌカイ ト製遺物の原材産地推定結果

分析

番号

試料 遺跡 遺物

番号、 名、出土区、層位
時代 (伴出土器) 原石産地 (確率) 判定

遺物品名

(備考)

遺物

挿図番号

42958 1、 B区 (A3)、 包含層 (下層)
二上山(8%) 二上山

42959 2、 A区 (S6E7)、 中世包含層 ″ (2%)

分析方法

遺物試料の分析面の風化層にアル ミナ粉末を吹き付け、新鮮面を出したのち、非破壊で、エネルギー

分散方蛍光X線分析装置によつて元素分析を行 う。分析元素はAL、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、

Y、 Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素

量の比を取 り、それでもつて産地を特定する指標として、サヌカイ トでは K/Ca、 Ti/Ca、 Mn/sr、 Fe/

Sr、 Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr/Sr、 Nb/Zrを それぞれ用いる。

今回分析を行った熊取町東円寺跡出土のサヌカイ ト製石片の元素分析結果を表 1に示す。

固定方法

相関を考慮した多変量東経の手法であるマハラノビスの距離を求めて行 うホテリングのT検定である。

この方法によつて、各地の現産地 (別図 1)か ら原石で作 られた40個 の原石群 (別表 1)に帰属する確

率を求めて産地を固定する。遺物の帰属確率を求めて低い原石群の産地を除外していくと、今回分析を

行った遺物は二上山群に比較的高い確率で帰属され、その結果を表 2に示した。二上山産原石と一致す

る組成の原石は和泉・岸和田現産地からも産出原石の6%に見られる (別表 2)。 従つて、熊取町東円寺

跡の 2点の遺物原石産地は、奈良県の二上山原産地の他に和泉・岸和田原産地を考慮しなければならな

い。しかし、この 2個が和泉・岸和田原産地から採取される確率は0.4%と 低くなる。また、和泉・岸和

田原産地の二上山原石組成以外の組成の原石が本遺跡で見られないことから、奈良県二上山原産地の原

石が使用されたと結論した。
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第 4節 東円寺跡94-1区

調査の経過

試掘 東円寺跡 9311区

流域貯留浸透事業に伴 う本掘調査を行 うに先立って、平成 5年 1月 10日 より3月 10日 までの20日 間、

14ヶ 所にも及ぶ トレンチ調査を行った。

その結果、グランドの南側 と西側が比較的撹乱を逃れていることが判 り、 4ヶ 所より遺構を検出し、

その他 5ヶ 所で包含層を確認したが、そのうち南西の正門付近に行った トレンチ13において確実な柱穴

数基が観察されたのが特記するべき成果であり、本調査を計画する契機となった。

中央小学校のグランドは、近世において水田耕作のために削平を含む土地整備を受けた後、明治期以

降小学校の敷地となるに及んで土地の起伏を全く平滑にするために大掛かりな造成が行われたため、地

山面をはじめ中世の遺構や遺物を含んだ地層が大幅に削平されたことが、各 トレンチにおける壁面土層

の観察によつて判明した。この様な開発の経過はグランドの東半部分で最も激しく、地山を含む全ての

土層を完全に失つており、本調査は東半を除く西半分に絞られ、特に南側に焦点をあてた。

(挿14)

東円寺跡93-11区

試掘 トレンチ状況
一
爾
□

遺構 。遺物検出

包含層のみ検出

撹乱 。削平状態

E]1

第14図 東円寺跡94-1区 調査区位置図
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本調査 東円寺跡941区

東円寺跡 9311区 における試掘調査の結果から、熊取町立中央小学校グランド南西部分を中心とした

発掘調査期間の調整を含む協議を重ねた結果、全体を4つの調査区に分割することとした。平成 6年 7

月 6日 、南側に位置するA区から開始して、小学校の夏期休暇期間に入つてからは最も重要なBl区 。

B2区を調査 し、最後に北側のC地区を同年 8月 30日 に終了した。

なお、各調査区の形状および面積は、小学校夏期休暇期間内に終了することを前提 として最大範囲を

確保し、かつ大量に出る排上の有効な置場を確保するために周到に計画されたものと確信している。

調査区A

全工程の端緒として、グランド東南部に20× 8m、 面積160ポのA区を設定し、平成 6年 7月 6日 より

7月 15日 の 6日 間、機械および入力掘削による調査を行った。

基本層序

長辺東西20mに およぶ調査区の東西両端においても基本層序は同様であるが、今回の本調査で成果が

期待される次のBl地区に近い西側部分は、小学校旧校舎解体と造成のため大きく撹乱されていた。グ

ランド用の客土と造成の際の整地土層があり、以下耕作土・床土②③が存在 して、地山面⑤を削平する

形の薄い整地上層④が存在している。僅かに残つていた遺構はこの整地土層のさらに下にあつた。

遺構

SDl

溝 SDlは 調査区外から東壁を通して西方向に流れを持ち、SKlに つながっていたと思える溝であ

り、断面はV字状である。埋土は遺構面上層の整地層である灰褐色砂質土と類似 している。遺物はなか

った。

SKl

土墳 SKlは 南壁によって断たれているため、全容は不明であつたが、おそらく平面方形の上墳であ

ると思われる。埋土は溝 SDlと 全く同様であった。或いは旧水田の外郭部分かとも思われる。

遺物は一切検出されなかつた。年代について不明である。

A地区小結

近世の耕作 と近代の校地造成によってA地区の遺構面は全体的な削平を受けをうけていることがわか

り、本来の姿は留めていなかった。後述のBl区の調査の際に検出された柱穴に直接つながるものはみ

られなかったのが残念である。
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調査区Bl

小学校正門に面するグランド南西部分には、柱穴をはじめとする遺構が存在することが確認され、こ

の付近一帯は調査の中心となった。後述のB2区 との分割は排土の置場を確保するための反転掘 りであ

る。

現表上であるグランド用客土と若千の造成時の整地土層を機械掘削によつて除去した時点で地山面が

露出し、人力掘削の後その表面に多くの遺構が検出された。但し調査区西壁に面する部分は大きく南西

に向って落ち込む形状となって現れた。小学校の南側に走る旧170号 国道以南が現在の熊取町立中央小学

校に比べて一段低く位置する現況に一致する状況であつた。これはかつて校地拡大の為、大幅な盛土造

成が行われたことを示していると思われる。

基本層序

後述する遺構面を考察する際に基準となるのは東壁である。その土層は調査区Aと類似してお り、グ

ランド用の客土である粗砂と造成の際の整地層⑫、その下には旧耕作土の痕跡を示す土層が極めて薄く

みられる場合があり、地表下約10clnに は削平された形状ではあるが今回の遺構面である黄褐色粘質土⑥

と黄褐色砂礫⑦の地山面がみられる。

西壁は東壁とは様相が大きく異なり、地表下約30clnに は黄褐色粘質上の地山面が存在するが、直上に

は厚さ約 7 cllで灰褐色粘質土③が重なり、この上面を学校敷地造成の際に大きく盛土した土層が分厚く

重なつている。この地山面上に見られる灰褐色粘質土についての詳細は不明と言わざるをえないが、後

述する調査区B2で検出された東西方向の溝 SD6お よびSD7が その方向を南北方向に変えて、本調

査区Blの西端部分を南北に縦断していると予想され、その溝の縦断面に見える一種の遺構埋土ではな

いかとも思われる。 (図 12・ 挿17)

遺構

調査区Bl内では柱穴78基、溝 7本、土墳 4基を数えた。柱穴に関しては図版および実測図で示した

通 り、検出状況は極めて複雑であり、掘立柱建物跡に見られるような従来の規則的な配置等を確認する

ことは困難であった。

柱穴

調査区Bl中央部から北東部に点在するが、個々の遺存状況は様々であり、一部柱穴どうしの切 りあ

いも観察された。概して殆どの柱穴が方形の掘 り方を持っていた。

柱穴の種類を主に4種類に分類した。

①横断面が一辺約13～ 15cln程度の方形の柱痕をもつもので、これが調査区内に最も多い。

②また掘 り方がほぼ正方形で比較的浅く、①の様な正方形の柱痕がなく、黒褐色砂質土の埋土をもつも

のが数基検出された。この埋土は柱穴①における柱痕にみえるものと同質であることから、礎石の抜

き取 り跡ではなく、一辺30cln程度の大きな方形の柱痕と思われる。

③また本来は柱穴であつたと思われるが、過去の削平によつて殆ど失われ、僅かに浅く痕跡状に遺存す
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るものが多数存在した。柱痕の確認の為に行つた皿掘 りの段階で全く消えてしまうこともあつた。この

③の様な柱穴のある場所は、地山面が粘質上ではなく、その下位に存在する筈の黄褐色砂礫土が露出し

ており、明らかに削平にあつているものと思われる。この部分に関しては、現在の平滑な小学校の運動

場からは全く想像もつかないが、近世に入つて削平される以前は多少なりとも地形の起伏が存在 してい

たのであり、その膨 らんだ部分に存在した柱穴が大きく削平されて、かすかな痕跡状になつて残存して

いたものとも思える。従つて建物を考える場合は遺存状況の良かった柱穴群を詳細に観察して分類 した

上で、これ らの不明瞭な柱穴痕を合わせて復元を試みるべきであろう。

以上、特筆されるのは、多くの柱穴が断面正方形の柱痕を有していたことである。これはほぼ正方形

の掘立柱であったことを示している。東円寺跡を含め、熊取町内で発見された建物の遺構の中でも確認

されていない特徴であり、その形態は従来の建物とは明らかに一線を引くものであろう。

注意することは、方形の柱痕の持つ辺の方向を調べることで、ある程度建物の平面形態を復元できる

可能性が高いということであるが、今回は作成した平面図でもわかるとおり困難であった。

柱穴14(挿図18)はその柱痕が北西方向に約20° 傾斜 している。これは倒壊した建物の状況を示すもの

と思われたが、裏込め土の状況や柱穴の位置からして、切妻式掘立柱建物の棟持ち柱の可能性が考えら

れる。同様の柱穴として、調査区Blと B2の境界となる調査区Bl西壁にその断面が検出された柱穴

97が ある。こちらは北東方向へ約10° 傾斜している。その位置からして両調査区にまたがる建物 SB2の

棟持柱 とも思われ、SB2も 方形の掘立柱をもつ切妻式の建物であると思われる。

柱穴に関して、柱痕を残すものが多く、柱の抜き取つた痕跡のあるものは殆どなかつた。つまり柱を

持つ構造物に関して、建て替えられた形跡はなく、地面に柱根を残 したまま廃絶 したものと思える。或

るいは火災等が原因かもしれない。

また不規則な柱穴の分布に関しては、建物以外の構造物をも考えるべきであつて、或るいは掘立柱を

持つ土塀や築地のようなものが存在 した可能性がある。

遺物に関して、SP21、 SP50、 SP78、 SP87よ り微細な瓦器碗片の検出を見た。いずれ

も柱裏込め土よりの出上であり、柱穴を持つ構造物の年代決定に重要である。

以上のことを踏まえて柱穴群の分類を試みた。本調査地点周辺における建物検出状況も合わせて考え

たい。

建物

挿図18でわかる通 り、柱穴はその痕跡を含めて約80基を検出したにも拘わらず、建物の平面形をとら

えるのは困難である。かろうじて後出する溝群と同方向の 2基の建物を推定したが、全体像は掴んでい

ない。

SBl

SBlは 柱穴SP14を 棟持柱と考えた際にその北西方向に考えられる建物で、SP18と SP34
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6/1 灰色

6/8 明褐色

6/1 褐灰色

6/1 黄灰色

5/6 明褐色

5/3 にぶい黄褐色

5/3 黄褐色

5/4 黄灰色

4/4 褐色

5/4 にぶい黄褐色

5/2 灰黄褐色

40"Om―

砂質土

粘質土

砂質土

粘質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土 (耕作土)

砂質土 (遺構埋土)

砂質土 (遺構埋土)

砂質土 (遺構埋土)

23  7.5Y R

24  10Y R
25  7 5YR
26  5Y

27  10Y R

28 10YR
29 10YR
30  10YR
31  10Y R

32 7.5Y R

40 mm―

褐色     砂質土

にぶい黄橙色 粘質土

褐灰色    粘質土

灰色     砂質土

褐灰色    砂質土

褐灰色    砂質土

明黄褐色   砂質土

明黄褐色   砂質土

にぶい黄褐色 砂質土

明黄褐色   砂質土

ｏ「　　。
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B2区西壁

第17図 東円寺跡94-1区調査区Bl・ B2壁面土層図
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の間を2間 とすることが考えられる。この場合柱間距離は梁行約 2mでぁる。このSP18と SP34

はぃずれも一辺約30clllの正方形の巨大な掘立柱と思われ、さらに付近には同様にその特徴的な柱穴が分

布している。 SP59。 SP86・ SP87・ SP33・ SP30。 SP36・ SP23、 そして最も

北側のSP56等 は各々或る一定の間隔で分布 しているように観察される。桁方向の柱間距離はSP8

7と SP59の 間を測る限り約 3mと なる。またその方向に関しては建物 SBlお よび SB2と も同じ

で、これらが完全に消滅 してからつくられたと思われる溝群 とほぼ同方向を示すものと思われる。規模

に関しては挿図に示した程度にしか示せないが、さらにこれらの北側に分布する大多数の柱穴群 (上記

①類)と の関連性も考えられるところである。あるいは一つの建物における巨大な数本の掘立四角柱 (②

類)に対する一辺約15clllの 四角柱 (①類)であったのかもしれない。①類の柱穴もやはりN45′ Eの方向

性を有すると考えられるが、その分布状況は極めて複雑である。

以上から切妻式の掘立柱建物で、なおかつ柱は一辺約30all程度の四角い柱を中心としていたことが考

えられる。この様な外形をした建物として、神社・神殿の様なものの存在を想定しておく。

sB2

SB2は主に調査区B2の最南端で検出された柱穴群 (②類)か ら考えられるものであるが、SBl

に比べて、各々の柱穴距離は一定で分布 し、これが明かに建物跡であることを裏付けている。SP90

。SP78・ SP91。 SP92・ SP93・ SP94・ SP97が SB2を構成していると思われる

柱穴で、その柱痕の横断面は一辺約20～ 25cnl程 度の方形を呈し、比較的大きな掘立柱と思われる。SB

lと SB2は 明らかに関連が認められるが、その前後関係は現在のところ不明である。

溝

溝状の遺構が 3本検出された。いずれもN45Eの方向性を持ち、各々垂直・平行の関係が見られるた

め、同時期のものと思われる。埋土は 3本 とも同じ灰褐色砂質土の一層である。埋土からは特に13世紀

代に限られる瓦器片のみが検出されていることから、比較的短期間に埋まったものと思われる。また後

述する調査区B2の南端部で検出された溝 SD5は SD3と 垂直に接続するものであり、同種の瓦器片

を検出している。平面図を見てわかるように、これらの溝は各々T字状もしくはクランク状に連結 して

いるようであり、4.5× 3.2mの長方形の土地を 1単位とする格子状の区画を形成しているようにも思え

る。用途は明らかに水路であるが、4.5× 3.2m程度の水田を区画した溝である可能性もある。

SD2

N45Eの方向を持ち、東端を撹乱によって遮られているが、おそらくSD3に そのまま接続している

と思われる。一応3.5× 1.8m、 幅約30oll、 深さ9 ollの大きさを測るが、西、北方向へ拡がる可能性もあ

る。埋土は暗灰褐色砂質上の一層で、中より13世紀代の瓦器片が数片出土している。 (挿21)

SD2の遺物

●瓦器碗 (挿22-8)
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反転復元 口径 14.6clll。 内外 とも摩耗 し調整は殆 ど不明。器壁はやや厚手で、日縁にかけての立ち上が

りは緩やかであることか ら13世紀前半頃のものと思われ る。

その他

●瓦器碗片 (17片 。12世紀中頃か ら13世紀中頃までのもの)

●土師器片 (6片。いずれ も微細な破片である)

●平瓦片 (1片。中世のものだが、表面摩耗大きい)

SD2の 遺物は多くの瓦器片が注目され、概 して12世紀から13世紀代の比較的狭い年代幅が与えられ

そうである。

SD3

N45Eの方向を持ち、西端は撹乱で遮 られるが SD2に 繋がるものと思われ、東端は調査区外である。

幅約15cln、 深 さ約20cIIlで 断面V字形の遺存状況のよい溝である。調査区B2東南端で検出された溝 SD

5と の直接的な接続は未確認であつたが、溝の形状は全 く同一であ り、やは りこの付近で格子状の区画

を形成しているものと思われる。埋土は灰褐色砂質土の一層であるが、埋土を除去した時点で東端部分

より、柱穴SP89を 検出した。従つてこれらの一連の格子状の溝は柱穴よりもさらに新しい時期のも

のであり、埋土に包含する遺物も13世紀前半代の瓦器に限定されていることから、調査区Bl・ B2に

おける柱穴等遺構の年代決定に重要と思われる。

SD3の 遺物

●瓦器碗 (図2146。 挿223)

反転復元日径14.Oclll。 日縁部の約1/6が残存。外面の口縁部下に回転させながらの強いナデが施され

てお り、特徴的なへこみ状を呈している。表面のカーボンは銀色の光沢をもち、全体的に軽く硬質な

印象。器壁の立ち上がりは緩い。13世紀中頃と考えられる。

●瓦器小皿 (図2145・ 挿2217)

反転復元口径8.2cIIl。 内外面とも摩耗がすすみ、調整は不明瞭。底面外に指オサエの痕跡があり、後

ナデている。

その他

●瓦器碗片

合計28片 が検出されている。12世紀後半のものが少数あり、大方は硬質でやや日径の小さな13世紀

後半から14世紀にかけてのものである。

SD3の 遺物はSD2の遺物相 とあまり変わらない相を呈する。およそ13世紀代の瓦器片を中心とす

る。
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SD4

SD4は 削平にあってお り、深さは僅か 2 clll程度 しかなくクランク状を呈 しているが、一連の溝の一

部であると思われる。幅はどの部分でも約 15cln程度で均等、埋土は灰褐色砂質上の一層である。残念な

が ら遺物の出土はなかった。南西部分は途切れているがさらにいずれかの方向へ延びていたものと思わ

れる。また北西部分にやや特徴があ り、東西方向の溝が90度折れ曲がって南北方向に向きを変えている。

このことか ら一連の溝は格子状ではなく、コの字状 もしくはクランク状の溝が多数連結 し合った形状を

呈 していたとも考えられる。

土墳

SK2

調査区Blの北西端では調査区の西側が落ちていく境界付近において、性格の不明瞭な土墳が検出さ

れている。残念なが らその大半は旧校舎に関すると思われるコンクリー トの構造物によって壊れてお り、

その全容をつきとめることはできなかったが、平面では東西約 5m、 南北3.5mの隅丸方形を呈 し、さら

にこの中心か らやや西よりには 2× 1.2mの方形の地山がそのまま残っていた。見方によっては、方形の

地山の周囲を断面U字状に溝を掘って巡 らせたとも思える。埋土は暗灰褐色砂質土の一層であるが、こ

の土は柱穴のものに類似性があると思われた。遺物はなかったが、腐食 した木杭の痕跡があった。資料

が少なく不明であるが、埋上の状況 と浮島状の部分が存在することか ら池状の施設 とも思われる。埋土

は黒褐色砂質土の一層であるが、中から瓦器碗片を検出 している。 (図 142)

調査区B2

先述の通 り調査区Blの反転掘 りとして 7月 31日 より調査区B2の機械掘削を開始 した。調査区Bl
に接続する南壁付近は同様の様相を呈 し柱穴 と溝の検出をみたが、調査区B2の中央付近には二本の大

きな溝 SD6。 SD7が 検出された。本調査区の大半であるSD7よ り北側は、地表下約 lm程下がつ

た状態で検出されそのまま北壁まで続いていた。この部分は近世頃か ら水田であつたようであるが、コ

ンクリー ト片等を多量に含んだ盛土を行 う造成工事でグラン ド面積を拡大 していったことがわかった。

(図 101)

基本層序

一段高 くなっているB2区の南側は調査区Blと 全 く同様であるが、地表下約 lmまで下がる北側は

西壁 。東壁によって観察 される。かな り削平にあっているものの、最 も北側で柱穴 らしきピッ トが 2基

検出されている。中世においては、この北側はある程度一段低 くなっていた状況であった と思われる。

その高さは小学校の北側に隣接する水田面の比高が参考になると思われ る。検出された地山面は大きく

削平 され、先の 2基のピッ ト以外皆 目遺構は存在 していない。一様に地山面上に拡がっているのは近世

期以後のものと思われる耕作土層⑩であ り、この比較的新 しい時期に、何 らかの理由で旧の地表面を大

きく削 り込んで水 田面を形成 したものと思われる。状況か ら機械等を使つて行ったかも知れない。

また西壁東壁ともに調査区を左右に横断する大きな溝SD6と SD7が観察される。西壁の土層は先

に触れた通り、調査区Bl西壁の様相とよく似ている。つまりは規模の大きな二つの溝の断面に見える
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土層がそのまま調査区Bl西壁であるとすれば、近世前期の溝であるSD7が 両調査区の境界付近でや

や方向を変え調査区Blの西端を南北に縦断していることになる。これは調査区B2西壁の中央部分や

逆に右側 (北)部分を観察した際、SD7の 断面の土層や、調査区Bl西壁の様な土層が全く見られな

いことからも示せるところである。

遺構

調査区B2では調査区Blに接する南半分で調査区Blで検出された遺構群 とほぼ同様の遺構 (柱穴

・溝)を検出している。北側は一段低く落ちており2基のピット以外全く遺構はなかったが、この地形

差を分けるかの様に新旧の大きな溝遺構が調査区を南北方向に横断する状況で検出された。

SD5

調査区Blと 接する調査区南端において、先述の溝群とほぼ同種の溝 SD5を検出した。約15cIIlの幅

を有するが、深さは最大約30clnで断面V字状であった。深さに関してはこの部分における削平が比較的

小さかつたため良好に遺存したものと思われる。N45Eの方向性を持つて調査区Bl北端のSD3に 接

続するようであるが確認できなかつた。埋土は暗灰褐色砂質土の一層で、埋土より13世紀後半から14世

紀前半代を示す多数の瓦器片が検出された。また埋土を掘削した際、下部より柱穴SP91・ SP92
。SP93・ SP94を 検出している。これによつて一連の柱穴を伴った遺構の年代は限定的となるだ

ろう。

●瓦器碗

口縁部付近の残存で30%で ある。内外 ともカーボンがよく残つてお り、器壁は厚手である。内面口

縁部に無数の横方向のヘラミガキの痕跡が観られる。特徴から12世紀中頃のものと考えられる。

●瓦器碗 (図2146・ 挿226)

上記瓦器碗とほぼ同じ内容。

その他

●瓦器碗片 (図2144～ 50。 挿222.4.7.14.15,16)

細片を含め48片検出している。 7片は口縁を有したものである。個々年代的な特徴を示しており、

12世紀後半から13世紀末のものが存在 している。高台を残 した底部の破片は4片存在 しており、いず

れも13世紀後半のものと考えられる。

●土師器片

32片 を数えたが、いずれも極小さな細片ばかりで観察には耐えない。

●鉄片

細長い紡錘型でいずれも中央に空洞がある。完形のものはなく皆壊れたものであるが全体に酸化鉄

が見られる。元来半分づつのものを一つに溶接した上で穴をあけたものらしい。また両端部を尖らせ

ているのは、機能面における工夫の跡 と思われる。
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SD6(図 14-4)

調査区B2の中央やや南よりには、平行 しなが ら東西に横断する二本の大きな溝が検出された。 SD

6は この うち南側の一本であ り、東側では南から北に向つて落ちる部分の柱穴の存在する高い部分に見

られ、中央付近では後述するSD7に 切 られて交わつている様な状況を呈 している。幅はおよそ60cln程

度で深 さは遺構面より約40clllを測 り、埋土は灰褐色砂質土を中心 として、図示は し得なかつたが13世紀

代の中国青磁碗や東播系こね鉢、瓦質の羽釜等13～ 15世紀代を示す土器片を中心に検出 している。中で

も中央付近では東円寺に使われた軒丸瓦片一片を検出 したことは特筆される。この瓦はこれまで知 られ

た東円寺瓦よりやや年代の下るものであ り14世紀代のものではないかと思われる。出土土器には多少年

代幅が広いことか ら、この溝が存在 した期間も割 りと長かつた と思われ、その後15世紀の後半頃に水利

上の何 らかの問題が生 じて、一段低位にあるSD7を 新たに掘削するつけかえ工事を行ってその寿命を

終えた と思われる。

SD6の 遺物

●軒丸瓦 (図 175。 挿204。 2233)

東円寺で使われた軒丸瓦の瓦当部分である。中房部分および丸瓦部分は失われてお り、全体の約30%

程度の残存である。内外 ともに摩耗 してお り、蓮子は不明瞭である。現在知 られる12世紀から13世紀

頃の東円寺軒丸瓦の内、省略型 と呼べるタイプである。

871区でみつかつた 1例 と同箔であ り、瓦当部の厚 さは3.2clnと 前記921区のものに比較 してかな り

薄い。外径は約14.3cmであ りやは り若千小振 りである。921区のものをさらに簡略化 してものと思わ

れるが、基本的な部分は共通 している。相違点は①中房を区画する圏線が921区のものが 2重八稜形

であるのに対 して不正円形の 1重であること、②中房の範囲の圏線が 1重であることである。

摯 ・袢
ヒ _…

…

第20図 東円寺軒丸瓦
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相対的にみてやはり941区のものが921区のものに対して後出するものと思える。

また現在のところマこれら東円寺で使用された瓦を製作 し焼成 した遺構等については、一切わかつ

ていない。

東円寺軒丸瓦について

東円寺で使用されたと思われる軒丸瓦は現在 3種類知られており、複弁蓮花文軒丸瓦が 2種類と巴文

軒丸瓦である。

複弁蓮花文軒丸瓦については第19図の様に、創建時のものと思われる平安時代末期の12世紀末頃のも

のと、これを若千省略したタイプの2種類がみつかつている。前者は既に 3例が知られ、そのうち921

区では掘立性建物の根石 としてほぼ完全な形で出土している。後者は871区の調査でみつかつた 1例が

知られるのみであつたが、 (挿202)今回で 2例 目となつた。

●921区で検出された軒丸瓦について (挿201)

瓦当部の厚さは3.4cln、 外径は15,7clllを計る。八稜形の凸線と圏線によつて 2重に区画された直径 5 oll

の中房の内には 1+8個の蓮子が配されている。中房のまわりには不規貝Jな鋸歯文がめぐっているが、

これが特徴といえる部分であり、類例に岸和田市犬養堂廃寺のものがあるが、これは複弁に対 して 4つ

を数えることができ、本来複弁に対して 2つ存在する子葉を2倍表現したものかもしれない。この鋸歯

文の外側には子葉をもつ八葉の簡略化された複弁をめぐらせているが、この蓮弁は非常に短いのが特徴

である。間弁は形骸化され、各々がつながって蓮弁を覆 うようにめぐるだけのものとなっている。その

外側には基本的に 2条の圏線がめぐっているが、この圏線は数力所で途切れながらも螺旋状に作られて

いるため、部分的に 3重の圏線 となる箇所が存在する。内区より約 l cln高 い外縁部には基本的に 3条の

圏線が階段状にめぐる。造 りは雑略化 してお り、接合部への粘土の充足不足がみられる。(挿20)

●瓦質羽釜 (図2152・ 挿2210)

反転復元口径は25.4clnで、残存は全体の約 5%程度である。鍔部は器壁に対して垂直方向である。

羽釜口縁に特徴があり、段はなく丸く内湾し器壁は整っている。その口縁外部には幅約 l llull程 度の極

めて細い沈線が巡つている。15世紀から16世紀頃の年代が考えられるが、形態は古相を呈している。

また飯炊き用のものとは違 う用途が考えられる。

●瓦質羽釜 (図2153・ 挿2212)

復元口径は22.4cln。 内外ともに摩耗が激しく調整は不明瞭である。段もはつきりしないし、日縁端

部を破損している。鍔は細く反 り上がっている。特徴から16世紀末頃のものと思われる。

●瓦質羽釜 (図2151・ 挿2211)

復元日径は24.2m。 内外 とも摩耗しているが、口縁内面は強い水平方向の横ナデが見える。鍔は厚

めで反らない。上記瓦羽釜よりは古い形態と思われる。

●瓦質甕 (図2034・ 挿2213)

復元口径は20.Oclll。 日縁部分のみ全体の 3%程度の残存である。僅かに残る体部には平行タタキロ

が見える。日縁外面は短く外反するが、おそらく指一本による回転オサエによつて口縁外面にくばみ

をつけ、同時に日縁内部を外へ押して外反させたものだろう。日縁端部は工具によつて切 り揃えて整
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形した後、回転ナデしている。15世紀代に比定できるだろう。

●その他

瓦器碗破片多数、瓦質の甕の体部、瓦質の甕の口縁部、瓦質の甕の底部、瓦質のイイダコ壺のつま

み部分、丹波の甕の底部、備前甕の体部、紀伊系の自土器の碗底部、自土器小皿の底部、青磁碗の口

縁部 (蓮弁の幅広く、13～ 14世紀頃)

SD6の 流路は調査区の中に検出された元来の微高地の周囲に沿つて、大きく弧を描いている。

一段高かつた部分には建物群が存在 していたわけであり、SD6は その外縁を巡つているようである。

SD6の 年代決定は難しいが、あるいは推定される東円寺の周囲には大きく溝が巡つていたのかもしれ

ない。

SD6の遺物の年代幅は広く、13世紀以降16世紀ぐらいまで溝 として存在していたのではないだろう

か。掘削当初の目的は不明である。この付近の建物が完全に失われて以後からは用水路として機能した

ものと思われる。

SD7

SD7は ちょうど調査区の下がつた部分をSD6と平行しながら東西に横断する状況を見せているが、

調査区の西端の土層を見ると、SD6を そのまま切つていることから、用途としてはSD6と 同じもの

で後代にSD6を 改修 したものと思われる。幅は平均して約1.25mと ゃはりSD6と ほぼ同一である。

深さに関しては遺構上部がこのSD7と 全く平行して重なりながら走つていた近代のコンクリー ト製の

用水路で壊されているために確認はできないが50cln以 上のかなり深いものだつたのではないだろうか。

埋土はSD6の ものよりも明るい明灰褐色砂質土である。埋土からは弥生のⅢ様式代の甕の小片をはじ

め鎌倉期の瓦片、室町期の瓦片・羽釜等年代幅の広い遺物を含むが、中には17世紀後半代にもなる肥前

陶器片も検出されているため、おそらくSD6に 替わつて掘 られた後江戸時代前期頃まで機能していた

のではないかと思われる。また詳細な観察はできなかつたが、明らかに小さな丸杭を約20oll程 の間隔で

使って護岸をした痕跡があつたことからも重要な機能を果たしていたものと思われる。SD7よ り北側

には江戸時代以降に新たに大規模に開かれた水田が拡がっているが、水田と関係がなかつたとは思われ

ない。

SD7の遺物

●肥前陶器碗 (挿2228)

高台高0.9clll、 高台径は4.3clnを 計る。碗の底部のみの残存で、明白色の断面を呈し、全体的に非常

に軽い。肥前系呉器手と呼ばれるもので、17世紀中～後半の年代が与えられる。

●唐津碗 (図 18-15。 挿2231)

唐津の碗底部がわかる程度の残存状況で、内外ともに摩耗 してしまつている。年代は16世紀後半頃

と推定される。

●瓦質す り鉢 (図2036・ 挿2230)
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注目部付近のみの残存であり、日径その他を復元することはできなかった。内面にはオロシロがあ  .

り、注目部外面には強いナデ調整が見られる。全体は大きく摩耗 し、カーボン等は剥落してしまって

いる。

その他

●弥生式土器甕の日縁部

口縁端部が短 く、外反 して上方に肥厚する特徴から第二様式の甕と推定する。

●瓦質羽釜の日縁部 (図2154・ 挿2225)

口縁部の沈線は 3本、鍔は短く反らない。14世紀頃。

●瓦質羽釜の鍔

摩耗甚だしい。鍔は反らず、薄く長い。

●瓦質羽釜体部破片

●軒丸瓦片

東円寺の蓮花文軒丸瓦と異なり、周縁部の突出が小さく、瓦当面は偏平である。また丸瓦部は多方

失つているが、瓦当面との接続部分の形状は直線的で外反しない。特徴から巴文軒丸瓦と思われ、鎌

倉時代以降のものである。

●丸瓦片

厚さ約2.lcm。 内面に強い布目痕。外面はやや光沢がある。また外面端部の角を丁寧に切 り落とす加

工がされている。鎌倉以降の所産である。

●平瓦片

全体の1/3の残存で、厚さ2.2clnで ある。胎土は粗く、 l mll程度の石粒が多い。平瓦については、厚

さに上下ばらつきがあるが、2.2clll前後のものと、2.7cm程度のものが存在する。但 しいずれも完形の

例はなく、2.7clllの 方は軒平瓦の破片かもしれない。

●平瓦片

1/10以 下の断片で、厚さ約2.7clllで ある。胎土は密で、外面に離れ砂らしい粗砂が残る。あるいは軒

平瓦片かもしれない。

●瓦器碗片

3片検出されているが、いずれも13世紀末から14世紀前半のものである。

以上、SD7の遺物はおよそ弥生時代中期のものから13世紀代の瓦器をはじめ、17世紀の陶磁器をも

含んでいる。ただ、それぞれの検出状況の詳細は不明で、この溝の埋土の底にあつたものか、あるいは

上層にあつたものかは残念ながらわからなかつた。また前述したように、 SD7は SD6と 交錯 してお

り、また本来の溝の上部分を耕作土によつて大きく削平されて判然としない。
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調査区C

今回の調査の最後 として、 8月 9日 より8月 30日 の間、最 も北端の位置に50m× 8mの調査区を設定

して機械および人力掘削による調査を行った。調査区は東西に細長い形状で西側はやは り調査区B2同

様に一段低 くなってお り、その境界部分に調査区B2における溝 SD6・ 7に関係すると思える溝群を

検出 した。中央部分か ら東端にかけては旧校舎の造成に関す る撹乱が多 く見 られ、特別な遺構はなかつ

たが、地山面上に僅かに残る水田耕作の痕跡が見 られた。

基本層序

層序に関 しては調査区B2と 大差は見 られない。調査区中央より西よりに調査区を南北に横断する二

本の溝が存在す るところまでも調査区B2と 共通 してお り、さらにこれを境界 として西側はやは リー段

低 く落ちていた。この部分は遺構が見 られない黄褐色粘質上の地山面の上に近世以後の耕作土とそれに

伴 う整地土が観 られる。地山面は全 く平滑で遺構 も皆無であることから、やは り元来の遺構などがあつ

たであろう面はこの検出面より高い位置に存在 してお り、大きく削られ失われたのであろ う。また溝 S

D8よ りも東側の壁面では、地山面を削って拡がる中世期の耕作土層が見 られ、その上面を近世以後の

耕作土層が削平 している。東端は元来の地形が高かったために小学校の造成時に大きく削平 された様子

が観察され る。

遺構

SD8

先述の通 り調査区の西側は南北方向の二本の大きな溝 (水路)を境界 として一段低 くなるが、この落

ちる手前の高い部分にあるのが SD8で ある。埋土は主に暗灰褐色の砂質土であるが、後代の削平のせ

いもあつて、遺構肩部が明瞭に検出できずに、幅約90cm、 深 さ約28cnl程度を測つている。調査区の中央

で蛇行する等、後述するSDllと は違いをみせる。埋上の特徴か らは SDllよ り古いものと思われ、

また SD8の 埋土上には溝群 SD9お よび SD10が 掘 り込まれていることか ら、先述 した調査区B2

同様、この SD8を 改修する等 して SDll以 下の溝が新たに掘削されていつたものと思われる。また

果たして調査区B2における溝 SD6に 直接つながつてい くものかどうか定かではないが、埋土からは

鎌倉～室町期を示す遺物を検出してお り、 SD6と の類似点は多い。

SD8の 遺物

●雁振瓦片 (挿2234)

形状は雁振瓦の特徴を備えているが残存はその半分である。胎土は非常に細かく密で、全体に自っ

ぽい。内外に明瞭な布 目痕が見える。おそ らく15世紀頃 と推定 される。

その他

●瓦器碗片

極めて微細な小片で、13世紀半ばのものであろ う。
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第21図  東円寺跡94-1区調査区C平面図・壁面土層図

=生
__―

T O E94-lC
l 客土
2 75YR 5/8
3 2.5Y  7/1
4 10Y R 7/6
5 10Y R 6/6
6 10Y R 5/2
7 75YR 5/1
8 25Y  7/3
9 10Y R 4/4
10 2.5Y  6/3
11 7.5Y  4/4
12  N       7/1

13  N       8/

14 10YR 6/6
15 2.5Y  5/2

明褐色   粘質土

灰白色   砂質土

明黄褐色  砂質土

明黄褐色  砂質土

灰黄褐色  砂質土

灰褐色   粘質土

浅黄色   砂質土

褐色    粘質土

にぶい黄色 粘質土

褐色    粘質土

灰白色   粘質土

灰自色   粘質土

明黄褐色  砂質土

灰黄褐色  砂質土

16 10Y R
17 10Y R
18 7.5Y R
19 10YR
20 10YR
21  10Y R

22  10Y R

23 10YR
24 7.5Y R
25  2 5Y

26  10Y R

27  5Y

28 2.5G Y
29 7.5Y R

6/8 明黄褐色

6/6 明黄褐色
7/8 黄橙色

6/3 にぶい黄褐色

6/8 明黄褐色

5/3 にぶい黄褐色

7/8 黄橙色

6/2 灰黄褐色
4/4 褐色

6/2 灰黄色

5/3 にぶい黄褐色

7/1 灰白色

7/1 明オリーブ色

6/8 明黄褐色

(地山)

(耕作土)

(床土)

粘質土

粘質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土

砂質土
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SD8(南 壁 )
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●平瓦片

5片あ り、1.9clll～ 2.3clll。 布 目痕のあるものが多い。

SD8の 遺物については検出点数が少ないが、13世紀以降15世紀頃のものが見 られた。

SD9

SD9は SD8の 埋土上に検出された幅の細い溝で、状況か ら後述の SD10と 同時期で同 じ性格の

ものと思われる。幅は約30011、 深さは約30ollを測る。明らかに SD8が 堆積 した後に新たに掘削整備 さ

れたことが窺える。 SD10と は直交する。埋土は暗灰褐色の一層で、遺物の検出はなかつた。

SD10

幅約30cm、 深 さ約25cm程度を測 り、断面は逆台形を呈 している。 SD9と はほぼ直交 してお り、Bl

・ B2区における溝群の状況に似ている。流路は東西方向で一方は南壁に消え、西側は後述の大きな水

路 SDllに 交わっている状況を呈す。埋土は灰褐色砂質土の一層で、遺物はなかつた。用途について

は定かではない。また付近で柱穴は検出していない。

SDll

調査区西側に向つて一段下がつていく境界部分には SD8と 平行 して溝 SDllが 南北方向に走つて

いる。幅は約1.2m、 深 さは lm以上はあった と思われる。南北両壁面を観察すれば、埋土 として遺構底

部に暗茶褐色の砂礫土が見 られるが、この上部に近世以後の耕作土が重なっている。 SDllの 西側の

肩部は調査区の西側に拡がっていたと思われ る近世以後の水田によつて削平 されてお り、その耕作土に

よって埋まっている様子が窺われる。断面緩やかなV字状の溝底部には直径約 4 cm程 度の杭を約40cln間

隔で打ち込んで矢板などを貼つて護岸 したような痕跡が認められるなど、この SDllは かな りの規模

と機能を持つていた と思え、溝 とい うよりは水路である。埋土か らは鎌倉末～室町初期にかけての瓦片

等が検出されている。約 lm東に検出を見た SD8は 状況からもSDllに 先行するもので、おそ らく

14世紀よりも後、SD8の 脇にこの SDllが 新たに掘削され水路等 として整備 されたもの と思われる。

調査区B2の溝 (水路)SD7と の直接的な関係は不明であるが、状況を見ても連結する可能性が高い。

SDllの 遺物

●軒平瓦片

厚 さ約2.7cmで、瓦当部の脱落 した軒平瓦の破片 と思われる。表面の摩耗が激 しく、胎土は粗い。瓦

断面に特徴があ り、三層構造で真中に赤色化 した胎土を挟む様子が観察 される。

●丸瓦片

厚 さ1.7clnを 測 り、古相を示す玉縁部の穴が観 られる。胎土は密で、外面は光沢があ り、内面には布

目痕がある。
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●丸瓦片

厚さ約2.Oollで 、端部を丁寧に落として面をつくる整形を施 している。

●平瓦片

合計 8片あり、厚さ2.0～2.2ollの ものが 5片、1.4～ 1.7ollの ものが 3片である。前者はいずれも中

世のものと考えられ、後者は江戸期以降のものではないだろうか。

SDllの 遺物は中世の瓦が中心になったが、おそらく13世紀頃から江戸にかけてのものが含まれる。

但 しやはり残念ながらその詳細な検出状況は不明で、その遺物がそのままこのSDll溝 の年代や性格

を示すものとは確認できない。
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第22図  東円寺跡94-1区の遺物
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ま  と  め

調査区    遺構   梁間 桁行 柱間距離 方向    備考

TOE82 1区  SB1001  2  5  2.3× 2.3 N38E   柱穴径0.35～0.45cmの不整円形

深 さ0.3～ 0.4m・ 柱痕0.16～0.18cm

建物を囲む溝SD1007

TOE87 1区  SB 1   2間  3間  1.5× 1.6 N一 S   推定奈良期

SB-2   2   3   1.7× 2.5 N― S

SB-3   2   3   2.2× 2.O N一 S

SB 4  不明    2.1× 1.8 N― S

SB 5  2  5  2.8× 2.8 N17E   二次焼成をうけた複弁蓮華文軒丸瓦

TOE87-5区  SB-1   2  5  1.6× 1.5 N30E(梁 )13世紀の瓦器

TOE88 1区  SB 1   3  5  2.2× 2.4 N32E(桁 )12世紀後～14世紀初

SB-2    2   3   2.0× 2.O N37E

SB-3    2   2   2.1× 2.O N32E

SB 4  2  3  2.0× 2.O N45E(梁 )平 行する溝あ り

TOE88 5区  SB 1   2  2  2.1× 2.l N23E   唐草文軒平瓦

TOE88 6区  SB 1   2  3  2.0× 2.l N32E   平行する溝あ り

SB-2    2   3   2.0× 2.2 N35E(梁 )

TOE88 7区  土墳・柱穴多数だが建物を断定できず

TOE89 5区  SB 1   4  4  2.0× 2.2 N18E   柱穴は全て丸か楕円 (20～ 30cm前後 )

根石に瓦 (蓮華文軒平瓦)のある堆 穴

SB 5             N― S   8世 紀代

TOE92 1区  SB 1   3  3  2.2× 2.3 N25E   柱穴は正円 柱痕径15cln 深さ25～40cm

根石に瓦 (蓮華文軒丸瓦)のある柱穴

平行する二本の溝

13世紀中～後頃か ?
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第 1節 既往の調査より

今回の調査をまとめるにあたつては、これまでの熊取町立中央小学校周辺における東円寺跡の調査結

果について順に触れてみたい。 (挿23)

1. 85-2[亙

●12世紀末～13世紀初頃の東円寺に使用 された瓦片多数を含んだ溝、幅はおよそ1.5～ 2.Om。 溝の掘

削された年代は不詳であるが、溝内の瓦片には二次焼成をうけているものもみ られ る。

●調査地点は東円寺の中心施設の推定地点である熊取町公民館前より南西約30m。 (今 回の小学校か ら

は約150m西 )

2. 87-1[亙

●852区検出の溝に連続すると思われる溝中に多量の瓦片。溝は幅約 1.8m、 深 さ0.6m。 14世紀代に

堆積。

●瓦には二次焼成のものが多く、省略型の東円寺軒丸瓦瓦当と唐草文軒平瓦も検出。

●調査地点は852区の西に隣接、東円寺の推定中心地点に近い。

3. 87-5E二

●遺物か ら14世紀代に堆積 したと推定できる溝。溝中から巴文軒丸瓦や唐草文軒平瓦他多 くの中世瓦

片。

●中世期の掘立柱建物は 1棟、遺物か ら13世紀頃 と推定、14世紀には耕地化。

●瓦器はおよそ12世紀後半から13世紀中頃のものに限定。

●他、周辺一帯が14世紀以降水田化 した様子を観察。

●調査地点は871区の北側、既往の調査の中で最 も東円寺の推定中心地点に近い。(今 回の小学校か ら

は約200m程西 )

4. 88-lD二

●中世期の複数の掘立柱建物跡。遺物か ら13～ 14世紀代の建物 と推定。

●遺物に瓦がなく、瓦器碗が極めて多い。

●熊取町立中央小学校の東側に隣接する地点に位置 している。 (今 回の約100m東側 )

5. 88-61二

●中世期の掘立柱建物 2棟。遺物か ら14世紀初には廃絶 して耕地化。

●出土遺物には瓦類がなく、瓦器碗他中世の 日常雑器類の出土量が多い。

●他、開元通賓、天祠通賓、元豊通賓等古銭や、ふいごの羽口を検出。

●881区の南に隣接、中央小学校の東側。 (今回の約100m東側 )
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6. 88-5,二

●柱穴80基。二次焼成の唐草文軒平瓦を根石にする柱穴あ り。

●瓦器、東播系こね鉢を出土する溝、幅約 2m、 深 さ0.4m、 14世紀頃堆積 と推定。

●遺物は11～ 14世紀代、瓦器碗は13世紀後半頃。

●調査地点は東円寺の中心施設があつた と推定されている熊取町公民館前より約100m西 (今回の小学

校からは約250m西 )

7. 92-1区

●掘立柱建物 2棟、柱穴根石にほぼ完全な東円寺軒丸瓦を使用する例。この東円寺の蓮花文軒丸瓦は

現在新旧 2種類が知 られ、その うち古い方の代表例である。二次焼成の痕跡がみ られる。

●遺物の瓦器碗はいずれ も13世紀中頃か ら14世紀にかけてのものに限定 される。

●14世紀以降は耕地化。

●調査地点は886区の南側。 (今回の小学校の約100m東側 )

以上の各調査例か ら判明する事柄を簡単にまとめてお く。

●東円寺の推定中心地点では本格的な調査はされていない。

●東円寺 自体に関係する建物の遺構は検出 していないが、852区をはじめ瓦溜のある幅約1.5～ 2.Om

の溝が東円寺の推定中心地点の周辺を巡つているように検出されている。いつ どの様な目的で掘削

されたものかは不明であるが、遺物はおよそ11～ 14世紀のものに限定される。あるいは東円寺の外

廓施設か。

●東円寺に使用 された瓦は推定中心地点 (字名 :東永寺、 トヨ寺)よ り西側で行われた調査地点で検

出された溝内に多 く出土 している。その溝 も14世紀代に完全に堆積 して以後耕地化する。この溝の

中か ら出土す る瓦も15世紀以降のものはみ られない。

●出土 した瓦の内、およそ13世紀頃 と思われるものは殆 どが二次焼成をうけているようである。

●東円寺に使用 された軒丸瓦は現在 3種類確認されてお り、複葉蓮花文軒丸瓦 2種類 と巴文軒丸瓦 1

種類で、蓮華文軒丸瓦の一方は簡略化 されたタイプと思われる。

●周辺において検出された掘立柱建物には、西側にあたる871区の調査の際に 8世紀前半頃 と推定さ

れる4棟が検出されたが、他では12世紀末から14世紀初頃のものばか りが検出されている。集落 と

しての廃絶は応永の乱のあった13世紀末か ら14世紀前半が推測 される。

●14世紀以降、この辺 りは断続的に耕地化 してお り、それ以前の遺構は殆 ど埋積 している。またこの

間近世には大規模な削平 も行われたと推定され る。

第 2節 今回の調査に関 して

以上平成 2年度から6年度にわたつて、熊取町立中央小学校において行つた埋蔵文化財発掘調査につ

いて概観 した。
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●最 も古 くは、932区で出土 した縄文時代早期の石器であるが、残念ながら遺構に伴 うものではなく、

他にこの当時の生活状況を示す ものは見つからなかつた。932区の調査地点では他に時期不確定なが

らもかな り古い 自然流路が多く、中世以降において開発が開始する以前の自然状況がわずかながら偲

ばれる。またサヌカイ ト製の石器剥片が検出されていることか らは、単に狩猟が行われるだけの場所

ではなく、石器を製作する集落が存在 していた可能性 も存在する。

●今回の一連の調査では弥生 。古墳 。奈良時代を示す遺構は皆無であ り、遺物 として弥生式土器の甕の

口縁の破片が 2点出土 したにすぎない。奈良時代については、周辺の調査において須恵器や土師器等

の遺物 と遺構が検出されてお り、熊取町の開発が飛躍的に開始 され る前夜期 と思われ る。

平安時代か ら中世に関 して

●今回検出された遺構は、941区においては大小の方形の柱痕 と掘方をもつ構造物 と、おそ らくそれに

付随 したであろう棟持柱穴、932区ではこれ らが廃絶 した後に開発 されたと思われる水田跡が確認さ

れ、壁面では時代毎の水田耕作の痕跡が観察 された。他にも932区 と同様の水田開発を示す ものと思

われる包含層が全ての調査区で観察 されている。

●方形の柱痕に関 しては、熊取町内での類例がなく、周辺市町での類例の報告を待ちたい。それが持つ

意味等を追及することは有意義なのではないだろうか。

●東円寺の創建か ら隆盛に関 しては、これまでの断続的な調査の蓄積によつて平安時代末期か ら鎌倉時

代前期頃 と考えられてお り、941区の調査で検出された掘立柱をもつ構造物の年代は、出土 した和泉

型瓦器碗の観察か らほぼ一致するとみ られる。

●941区で検出された掘立柱構造物の形状 とその他の遺構や遺物の総合か ら、東円寺創建当初の姿は、

熊取町役場前の現水田付近を中心に熊取町立中央小学校の敷地にまでおよぶ広大な範囲を有 していた

と思われ、小字名等の伝承の信憑性を補強できる結果を得た といえるだろう。

●941区調査区Bにおいて検出された数多 くの柱穴に関 しては、その分布状況の検討か ら構造物の平面

形態を把握することは困難である。

SBl・ SB2に しても構造物の持つ方向が付近で検出された中世の溝群 と同じであろうことが予想

される程度であ り、柱の正確な位置を断定するには及んでいない。

●941調査区Blで検出された柱穴 14・ 97は柱痕の断面の検討か ら、それが故意に傾斜 した状態で

埋設 された形跡が認められる。状況か ら切妻式建物の棟持柱かと思われる。このことから構造物の性

格を読み取ることはある程度可能であると思われ、他の堀立柱の方形の柱痕 と合わせて、神社等の神

殿建築物が推測 される。

●伝承 される字名には、「住吉」等東円寺が神官寺であつたことを示す ものが存在 し、今回941区で検出

された建物等の遺構は、全領域の東側に位置すると思われる社殿に関係するものではなかつたかと思

われる。寺院建造物を構成する屋根瓦は今回の一連の調査では極少量検出されたにすぎない。月ヽ学校

の西約200m程の熊取町公民館前駐車場やその極周辺で行われた既往の調査では多量の中世の平瓦片が

出土 している。この地点は伝承 と記録によつて本堂等寺院中心施設が存在 した場所 と思われてお り、

今回の調査地点である小学校は、東円寺および神社があつたと考えられる敷地の うち、少な くとも屋
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根瓦をもたない建物の存在 した場所であつたことが推測 され る。

●941区で検出された柱穴の殆 ど総てにおいて柱痕が残存 してお り、状況から構造物は焼失 したらしい

ことが推測 される。

●方形の柱痕をもつ構造物に関 して、その検出状況 と遺物の年代幅から、創建当初の東円寺がおそ らく

極短期間の うちに瓦壊 したのではないか とい う推測に関 して、和泉地方における多 くの中世寺院にお

いても同様の経過が近年の調査等で判明 してきてお り、特に前記の熊取町に隣接する泉佐野市中庄に

存在 した檀波羅密寺 とは、その盛衰等多 くの部分で共通するものと思われる。調査を重ねることによ

つて東円寺は火災に遭って焼失 したことが推測 されるようになってきたが、年代的に考慮するに、1399

年の応永の乱より以前の鎌倉時代 中頃の泉南地域におけるなん らかの戦火 もしくは天災によつて、一

時完全に本来の東円寺は失われたのではないか。また遺物の年代幅 と土層の観察か ら、応永の乱があ

った14世紀末以後、その廃墟 となった大部分は整理 され、水 田に変えられていったことが うかがわれ

る。この時以後本来の地形的起伏は削平され続け、旧建物の遺構は一部痕跡をとどめぬ程失われて し

まったものと思われる。現在小学校および熊取町役場の存在する付近が一様に平滑であるのは、後代

における断続的な開発によるものであろ う。

●東円寺は、13世紀後半以降に大きく衰退 して以後、その中心部分には規模を縮小 しなが らも寺院が再

興 し、応永の乱、天正の秀吉の根来攻め等を通 して盛衰を展開 し明治維新まで存続 したが、今回の調

査では、それ らの時期の東円寺に関 しては先述 した様に若干の地理的なずれか らか、該当する時期の

遺物の検出量が、12～13世紀のものに比べて極めて少なく、殆 ど成果をあげられなかった。

●941区で検出された各溝の年代は重要である。B2で検出された溝 SD6と C区の SD8が 最 も古 く、

遺物等からおそ らく13世紀代に掘削されたものと思われるもので、東円寺 との関連が考えられる。

またその他の比較的幅の狭い溝群については、遺物 として13～14世紀の瓦器 しか存在 しないことか

ら、建物が廃絶 した直後に掘削され極短期間に埋没 したものであると思われる。溝埋土下か ら柱穴が

多数検出されたわけであるが、前述 した様に柱穴は、その状況から数種に分類することが可能であ り、

そこには或る程度の年代幅が想定 される。またB2区南端にあるSB2が 比較的古い建物であ り、こ

の廃絶の直後にこの溝群が掘削された切 り合いが観察 されるため、これ らの升 目状を呈する幅の細い

溝群は後続す る建物に付随 した溝である可能性 も存在する。

次にBl・ B2区で検出された柱穴および建物が14世紀を待たずに廃絶 した後、932区の壁面で観

察 された様にこの付近で大規模な水田耕作が開始 された。その後16～17世紀には付近でさらに大規模

な水田開発が行われて、この時941区のBoC区 でみ られたように SD6と SD8は 改修 されてそれ

ぞれ SD7と SDllの ように整備 されたと思われる。

●今回の中央小学校における東円寺跡では、その建造物はおそ らく13世紀代のもので、廃絶 した後に大

きな水路を伴 う大規模な耕地化によって、整地 されたことがわかつた。水路は平均値30cmの ものが縦

横に細か く巡つていたようである。
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